
皇
位
継
承
儀
礼
と
し
て
の
八
十
島
祭

林　

原　

由
美
子

は
じ
め
に

平
安
時
代
末
期
の
歌
学
書
『
袖
中
抄
』（
文
治
年
中
〈
一
一
八
五
～
九
〇
〉
頃
）
に
は
、
代
初
す
な
わ
ち
天
皇
の
治
世
の
は
じ
め
に
、
八
十

島
使
と
し
て
天
皇
の
乳
母
を
遣
わ
し
、
島
々
で
祓
を
し
な
が
ら
八
十
島
め
ぐ
り
を
お
こ
な
う
べ
き
と
こ
ろ
を
、
今
（
十
二
世
紀
）
は
住
吉
浜

で
西
の
海
に
向
か
っ
て
島
々
の
神
を
ま
つ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
次
の
記
述
が
あ
る
。

【
史
料
1
】『
袖
中
抄
』
第
一
九

代
初
に
ぞ
、
八
十
島
の
使
と
て
内
の
御
め（
乳
母
）

の
と
た
ち
て
、
八
十
島
め
ぐ
り
と
い
ふ
事
は
侍
る
。
そ
れ
も
島
〳
〵
に
て
祓
へ
す
べ
き
を
、

住ス
ミ

吉ヨ
シ

浜ハ
マ

の
こ
な
た
に
て
西
の
海
の
向
ひ
て
、
も
ろ
〳
〵
の
島
〳
〵
の
神
を
祭
（
ま
つ
る
）

と
い
へ
り
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
一
連
の
儀
礼
が
八
十
島
祭
で
あ
る
。
こ
の
祭
祀
は
、『
延
喜
式
』
に
規
定
さ
れ
る
も
の
で
、
天
皇
の
即
位
後
に
一

代
一
度
、
摂
津
国
の
難
波
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
儀
式
の
次
第
は
、
十
二
世
紀
の
有
職
故
実
書
『
江
家
次
第
』
に
詳
し
い
。

1



『
江
家
次
第
』
に
よ
る
と
八
十
島
祭
は
、
大
嘗
祭
の
次
の
年
に
お
こ
な
う
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
祭
日
に
先
立
ち
、
山
城
国
司
及
び
摂
津

国
司
に
、
難
波
へ
下
向
す
る
た
め
の
船
の
準
備
と
食
料
な
ど
の
物
資
の
供
給
が
そ
れ
ぞ
れ
命
じ
ら
れ
る
。
祭
使
に
は
、
女
官
（
典
侍
、
多
く

は
新
天
皇
の
乳
母
）
が
任
命
さ
れ
、
蔵
人
・
神
祇
官
人
・
御
琴
弾
・
宮
主
・
内
蔵
官
人
ら
と
と
も
に
難
波
へ
下
向
し
た
。
使
立
日
に
は
、
宮

主
が
御
麻
を
献
上
し
、
天
皇
は
こ
れ
を
「
一
撫
一
息
」（
息
を
吹
き
か
け
て
身
体
を
撫
で
る
）
し
た
の
ち
に
返
す
。
祭
日
に
は
、
祭
場
の
祭
壇

で
神
祇
官
人
に
よ
る
琴
の
演
奏
を
背
景
に
、
女
官
が
「
御
衣
筥
」
を
開
き
振
動
さ
せ
、
宮
主
が
御
麻
の
禊
を
お
こ
な
う
。
禊
が
終
わ
る
と
、

祭
物
を
海
中
投
供
し
て
帰
京
し
た
。

八
十
島
祭
の
初
見
は
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
九
月
八
日
条
に
、
宮
主
・
神
琴
師
・
典
侍
・
御
巫
ら
を
摂
津
国
に

遣
わ
し
て
八
十
島
を
ま
つ
る
、
と
み
え
る
次
の
記
事
で
あ
る
。

【
史
料
2
】『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
九
月
八
日

遣
宮
主
正
六
位
下
占
部
雄
貞
、
神
琴
師
正
六
位
上
菅
生
朝
臣
末
継
、
典
侍
正
五
位
下
藤
原
朝
臣
泉
子
、
御
巫
无
位
榎
本
連
浄
子
等
、
向

摂
津
国
祭
八
十
島
。

そ
の
の
ち
鎌
倉
時
代
の
四
条
天
皇
の
御
代
（
一
二
三
二
～
八
二
）
に
は
、

【
史
料
3
】『
続
古
今
和
歌
集
』
巻
七　

神
祇　

七
三
〇

四
条
院
御
時
、
八
十
島
祭
使
の
事
う
け
た
ま
は
り
て
侍
り
け
る
に
、
こ
と
た
が
ひ
て
さ
も
侍
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
そ
の
の
ち
住
吉
に
詣
で

て
、
我
家
に
代
々
こ
の
使
つ
と
め
侍
り
け
る
こ
と
な
ど
思
ひ
続
け
て
よ
み
侍
り
け
る

み
そ
き
せ
し　

末
と
だ
に
み
よ　

住
吉
の　

神
よ
む
か
し
を　

忘
れ
果
て
ず
ば
（
兵
部
卿
隆
親
）

と
、
兵
部
卿
（
四
条
）
隆
親
が
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
彼
は
こ
の
時
、
四
条
天
皇
の
八
十
島
祭
に
お
け
る
祭
使
へ
奉
仕
す
る
と
決
ま
っ
て
い

た
が
、
祭
の
中
止
に
よ
り
奉
仕
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
後
日
住
吉
詣
を
お
こ
な
っ
た（

（
（

。
以
降
は
再
興
さ
れ
な
か
っ
た
が（

（
（

、
平
安
時
代
か
ら
鎌

2



【表 1】八十島祭一覧
回 天皇 即位儀 大嘗祭 八十島祭 出典 備考

桓武 天応元年（781）4 月 天応元年（781）11月23日 藤原・平安遷都
平城 大同元年（806）5 月 大同 3年（808）11月14日
嵯峨 大同 4年（809）4 月 弘仁元年（810）11月19日
淳和 弘仁14年（823）4 月 弘仁14年（823）11月17日
仁明 天長10年（833）3 月 天長10年（833）11月15日

1 文徳 嘉祥 3年（850）4 月 仁寿元年（851）11月23日 嘉祥 3年（850）9 月 8 日 『文実』『紀略』 初見
清和 天安 2年（858）11月 貞観元年（859）11月19日
陽成 貞観19年（877）1 月 元慶元年（877）11月18日

2 光孝 元慶 8年（884）2 月 元慶 8年（884）11月23日 仁和元年（885）4 月 7 日 『帝王』『侍中』
宇多 仁和 3年（887）11月 仁和 4年（888）11月22日

3 醍醐 寛平 9年（897）7 月 寛平 9年（897）11月20日 昌泰元年（898）6 月28日 『紀略』『江家』『江談』
4 朱雀 延長 8年（930）11月 承平 2年（932）11月13日 承平 3年（933）6 月25日 『紀略』『西』『貞』
5 村上 天慶 9年（946）4 月 天慶 9年（946）11月16日 天暦元年（947）11月30日 『紀略』『西』『貞』等 祭使変更
6 冷泉 康保 4年（967）10月 安和元年（968）11月24日 安和 2年（969）5 月21日 『紀略』 使立日
円融 安和 2年（969）9 月 天禄元年（970）11月17日
花山 永観 2年（984）10月 寛和元年（985）11月21日
一条 寛和 2年（986）7 月 寛和 2年（986）11月15日

7 三条 寛弘 8年（1011）10月 長和元年（1012）11月22日 長和 2年（1013）10月23日 『紀略』『御堂』 『御堂』では29日
8 後一条 長和 5年（1016）2 月 長和 5年（1016）11月15日 寛仁元年（1017）12月13日 『左』『小』 12日に使立
9 後朱雀 長元 9年（1036）7 月 長元 9年（1036）11月17日 長暦元年（1037）9 月20日 『平紀』『江家』 祭場変更
後冷泉 寛徳 2年（1045）4 月 永承元年（1046）11月15日

10 後三条 治暦 4年（1068）7 月 治暦 4年（1068）11月22日 延久元年（1069） 『江家』『江談』
白河 延久 4年（1072）12月 承保元年（1074）11月21日

11 堀河 応徳 3年（1086）12月 寛治元年（1087）11月19日 寛治 2年（1088）12月19日 『中』『後二条』 17日に使立
12 鳥羽 嘉承 2年（1107）12月 天仁元年（1108）11月21日 天仁 2年（1109）11月22日 『殿暦』 使立日
13 崇徳 保安 4年（1123）2 月 保安 4年（1123）11月18日 天治元年（1124）12月18日 『中右記目録』
14 近衛 永治元年（1141）12月 康治元年（1142）11月15日 康治 2年（1143）11月28日 『本朝世紀』『台記』 使立日
15 後白河 久寿 2年（1155）10月 久寿 2年（1155）11月23日 保元 2年（1157）11月27日 『餝抄』『兵』等 和歌有
16 二条 保元 3年（1158）12月 平治元年（1159）11月23日 永暦元年（1160）12月16日 『山』 15日に使立
17 六条 永万元年（1165）7 月 仁安元年（1166）11月15日 仁安 2年（1167）12月16日 『愚』『兵』 使立日
18 高倉 仁安 3年（1168）3 月 仁安 3年（1168）11月22日 嘉応元年（1169）11月25日 『愚』『兵』 使立日

安徳 治承 4年（1180）4 月 寿永元年（1182）11月24日 福原遷都
19 後鳥羽 元暦元年（1184）7 月 元暦元年（1184）11月18日 建久 2年（1191）11月11日 『玉葉』『都玉記』等 9日に使立
20 土御門 建久 9年（1198）3 月 建久 9年（1198）11月22日 元久 2年（1205）7 月29日 『猪熊』『明』『百』等 使立日
21 順徳 承元 4年（1210）12月 建暦 2年（1212）11月13日 承久 2年（1220）11月27日 『百』 使立日

仲恭 改元無
22 後堀河 承久 3年（1221）12月 貞応元年（1222）11月23日 元仁元年（1224）12月12日 『岡屋』『明』

四条 貞永元年（1232）12月 嘉禎元年（1232）11月20日 中止
注：出典は下記のとおり略記する。
『日本文徳天皇実録』→『文実』、『日本紀略』→『紀略』、『帝王編年記』→『帝王』、『侍中群要』→『侍中』、『江家次第』→『江家』、
『江談抄』→『江談』、『西宮記』→『西』、『貞信公記』→『貞』、『御堂関白記』→『御堂』、『左経記』→『左』、『小右記』→『小』、『中
右記』→『中』、『後二条関白師通記』→『後二条』、『兵範記』→『兵』、『山槐記』→『山』、『愚昧記』→『愚』、『百錬抄』→『百』、
『明月記』→『明』、『猪熊関白記』→『猪熊』、『岡屋関白記』→『岡屋』。

倉
時
代
の
約
四
〇
〇
年
に
わ
た
り
、
天
皇
三

八
代
の
う
ち
二
二
代
で
お
こ
な
わ
れ
た
祭
祀

で
あ
る
こ
と
を
、
正
史
や
日
記
、
和
歌
集
な

ど
の
史
料
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

（【
表
1
】）。

こ
の
祭
祀
の
性
質
・
意
義
に
関
す
る
先
行

研
究
は
豊
富
に
あ
り
、
大
別
す
る
と
次
の
四

説
に
な
る
（【
表
2
】）。
一
つ
め
が
、
角
正

方
氏
や
田
中
卓
氏
に
よ
る
禊
祓
説
で
あ

り（
（
（

、
二
つ
め
が
、
宮
地
直
一
氏
や
梅
田
義
彦

氏
に
よ
る
国
土
安
泰
を
生
島
・
足
島
に
祈
願

し
た
と
す
る
説
で
あ
る（

（
（

。
三
つ
め
と
し
て
岡

田
精
司
氏
は
、
二
つ
め
の
説
を
継
承
し
、
五

世
紀
に
起
源
を
も
つ
「
大
八
洲
之
霊
」
を
新

天
皇
に
付
着
さ
せ
る
即
位
儀
礼
だ
と
い
う
説

を
提
唱
す
る（

（
（

。
四
つ
め
は
、
瀧
川
政
次
郎
氏

な
ど
に
よ
る
陰
陽
道
の
祭
祀
説
で
あ
る（

（
（

。
こ

の
ほ
か
に
、
こ
の
四
説
の
流
れ
か
ら
複
合

皇位継承儀礼としての八十島祭3



案
・
折
衷
案
な
ど
が
議
論
さ
れ
続
け
て
い
る（

（
（

。
さ
ら
に
近
年
は
、
そ
も

そ
も
即
位
儀
礼
で
は
な
い
と
す
る
説
も
あ
る
な
ど（

（
（

、
祭
祀
の
性
質
・
意

義
に
つ
い
て
結
論
が
出
て
お
ら
ず
、
議
論
の
余
地
が
大
い
に
残
さ
れ
て

い
る
。

『
延
喜
式
』
に
規
定
さ
れ
る
皇
位
継
承
に
関
連
す
る
儀
礼
（
以
下
、

皇
位
継
承
関
連
儀
礼
と
総
称
）
の
う
ち
皇
祖
神
を
ま
つ
る
伊
勢
以
外
の
、

あ
る
一
国
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
か
か
わ
る
も
の
は
、
出
雲
国
の
出
雲
国
造
神
賀
詞
奏
上
儀
礼
（
以
下
、
奏
上
儀
礼
）
と
摂
津
国
の
八
十
島
祭

と
の
二
つ
の
み
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
八
十
島
祭
の
成
立
の
背
景
や
祭
祀
の
性
質
・
意
義
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
奈
良
・
平
安
初
期

に
お
け
る
皇
位
継
承
関
連
儀
礼
が
い
か
な
る
事
情
・
思
想
で
創
始
さ
れ
、
利
用
さ
れ
た
の
か
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
一
章　

八
十
島
祭
の
成
立

本
章
で
は
、
ま
ず
八
十
島
祭
へ
の
認
識
を
確
認
し
、
先
行
研
究
の
禊
祓
説
及
び
陰
陽
道
の
祭
祀
説
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
八
十

島
祭
の
成
立
時
期
・
要
因
を
推
定
し
て
い
く
。

1　

十
世
紀
以
降
の
八
十
島
祭

八
十
島
祭
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
約
二
五
〇
年
後
に
成
立
し
た
源
氏
物
語
の
注
釈
書
『
花
鳥
余
情
』（
文
明
四
年
〈
一
四
七
二
〉）
に
は
、
代

始
の
八
十
島
祭
は
難
波
で
祓
（
解
除
）
を
す
る
も
の
だ
と
い
う
認
識
が
記
述
さ
れ
、
さ
ら
に
、
七
瀬
の
祓
の
一
つ
で
あ
る
「
難
波
の
祓
」
の

【
表
2
】
先
行
研
究
一
覧

1

禊
祓
説
〈
角
正
方
・
田
中
卓
〉

角　

祭
神
＝
祓
戸
四
神

田
中　

祭
神
＝
住
吉
神

2

国
土
安
泰
を
祈
願
し
た
も
の
〈
宮
地
直
一
・
梅
田
義
彦
〉

祭
神
＝
生
島
足
島
神

3
「
大
八
洲
之
霊
」
を
新
天
皇
に
付
着
さ
せ
る
た
め
の
も
の

〈
岡
田
精
司
〉

起
源
は
五
世
紀
の
「
河
内
王
朝
」

＊
2
を
継
承

4

陰
陽
道
の
祭
祀
〈
滝
川
政
次
郎
〉

その他

・
鎮
魂
と
禊
祓
の
複
合
〈
小
林
敏
男
〉

・�

国
土
と
治
世
の
安
泰
を
祈
願
す
る
祭
祀
に
鎮
魂
・
禊
祓

の
儀
礼
が
加
わ
っ
た
〈
中
村
英
重
〉

4



よ
う
だ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
4
】『
花
鳥
余
情
』
巻
九　

澪
標　

四
五

代
始
に
、
八
十
島
祭
は
難
波
に
て
あ
り
。
典
侍
の
人
、
御
衣

を
も
ち
て
参
向
し
て
解
除
す
る
こ
と
あ
り
。
こ
れ
は
み
な
難

波
の
は
ら
へ
の
例
な
り
。

七
瀬
の
祓
と
は
、
陰
陽
道
の
星
祭
の
一
つ
で
あ
る
。
毎
月
又
は
臨
時
に
、
天
皇
の
災
厄
を
移
し
た
撫
物
を
勅
使
七
人
が
七
瀬
で
流
し
て
祓

を
す
る
（【
表
３（（
（

】）。
そ
の
初
見
は
、
南
北
朝
期
に
成
立
し
た
源
氏
物
語
の
注
釈
書
『
河
海
抄
』（
貞
治
年
間
初
期
〈
一
三
六
二
〉
頃
）
が
引
く

応
和
三
年
（
九
六
三
）
の
「
村
上
天
皇
御
記
」
で
確
認
で
き
る（
（1
（

。

儀
式
の
次
第
は
、
祓
の
当
日
、
陰
陽
師
が
撫
物
で
あ
る
人
形
を
進
上
し
、
そ
れ
に
女
房
が
衣
を
着
せ
て
上
臈
の
女
房
が
天
皇
に
奉
る
。
天

皇
は
「
一
撫
一
息
」
し
て
返
し
、
陰
陽
師
が
人
形
を
折
櫃
に
入
れ
た
も
の
を
七
瀬
に
お
い
て
流
し
て
祓
を
す
る
、
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

こ
の
七
瀬
の
祓
の
初
見
で
あ
る
十
世
紀
か
ら
『
花
鳥
余
情
』
の
十
五
世
紀
の
間
に
、
八
十
島
祭
は
七
瀬
の
祓
で
あ
る
「
難
波
の
祓
」
の
よ

う
な
も
の
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
朱
雀
天
皇
の
承
平
三
年
（
九
三
三
）
の
八
十
島
祭
に
お
い
て
、
は
じ

め
て
「
八
十
島
解
除
」
の
言
葉
が
み
え
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。

【
史
料
5
】『
西
宮
記
』
巻
一
一　

裏
書

承
平
三
年
六
月
廿
五
日
、
公
家
於
難
波
修
八
十
島
解
除
。
典
侍
滋
野
朝
臣
、
蔵
人
修
理
亮
源
中
明
也
。
幷
有
神
祇
官
、
内
蔵
寮
、
太
后

宮
職
等
使
。
就
住
吉
社
、
舞
神
子
四
人
解
祭
、
其
体
似
神
宴
。
其
内
侍
幷
蔵
人
不
能
祇
。
但
无
承
前
委
曲
記
文
、
仍
取
住
吉
社
古
老
申

詞
修
之
云
々
。

ま
た
、
同
じ
く
『
西
宮
記
』
巻
七
に
て
陰
陽
道
の
八
十
島
祭
へ
の
関
与
が
は
じ
め
て
み
え
る
こ
と
か
ら（
（1
（

、
八
十
島
祭
が
陰
陽
道
の
祭
祀
及

【
表
3
】
七
瀬
の
祓
一
覧

加
茂
川
七
瀬

（
洛
中
の
七
瀬
）
川
合

一
条

土
御
門

近
衛

中
御
門

大
炊
御
門

二
条
の
末

七
瀬

（
洛
外
の
七
瀬
）
難
波

農
太

河
俣

大
島

橘
小
島

佐
久
那
谷

辛
崎

霊
所
七
瀬

河
合

耳
敏
川

松
崎

石
影

東
滝

西
滝

大
井
川

皇位継承儀礼としての八十島祭5



び
禊
祓
だ
と
い
う
認
識
は
、
十
世
紀
を
上
限
に
遡
る
こ
と
が
可
能
だ
と
い
え
る
。

で
は
、
八
十
島
祭
が
禊
祓
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
契
機
は
何
だ
ろ
う
か
。
上
井
久
義
氏
は
、
伊
勢
斎
王
帰
京
の
際
の
禊

を
難
波
で
お
こ
な
っ
た
こ
と
だ
と
し
て
い
る（
（1
（

。
難
波
で
の
禊
の
初
見
は
、『
日
本
紀
略
』
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
六
月
十
日
条
の
大
原
内
親

王
が
帰
京
す
る
際
に
摂
津
国
に
頓
宮
を
造
ら
せ
て
い
る
記
事
で
あ
り（
（1
（

、
そ
の
の
ち
元
慶
五
年
（
八
八
一
）
正
月
の
識
子
内
親
王
退
下
時
の
太

政
官
符
で
、
難
波
の
海
で
祓
を
す
る
と
定
め
ら
れ
た
以
降
に
定
例
化
し
た（
（1
（

。
上
井
氏
は
、
こ
の
「
斎
王
の
「
解
除
」
と
、
天
皇
即
位
に
よ
る

八
十
嶋
祭
は
、
互
い
に
思
想
的
な
関
連
を
持
っ
て
形
成
」
さ
れ
た
と
す
る
。

九
世
紀
末
以
降
に
、
難
波
の
地
に
対
し
て
禊
祓
の
場
と
し
て
の
機
能
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
が
八
十
島
祭
に

禊
祓
の
性
格
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
前
述
の
陰
陽
道
の
影
響
が
み
え
る
朱
雀
天
皇
の
承
平
三
年
の
八
十
島
祭
で
は
、
摂
津
国
司
の
懈
怠
に
よ
り
、
代
わ
り
に
住
吉
社

司
（
津
守
氏
）
が
祭
の
準
備
を
負
担
し
た
こ
と
を
次
の
【
史
料
6
】
が
伝
え
て
い
る（
（1
（

。

【
史
料
6
】『
貞
信
公
記
』
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
正
月
二
十
五
日

中
使
頭
来
云
、
八
十
島
祭
装
束
不
具
事
、
令
問
神
祇
官
。
勘
申
云
、
去
承
平
□（
三
）年
祭
、
国（
摂
津
）不
儲
、
仍
召
住
吉
社
司
令
進
者
、
可
免
国
司

怠
歟
云
々
。（
後
略
）

こ
れ
に
関
連
し
、
祭
場
が
住
吉
社
の
神
司
宮
人
の
主
張
に
よ
っ
て
熊
河
尻
か
ら
住
吉
代
家
浜
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

【
史
料
7
】『
平
記
』
行
親　

長
暦
元
年
（
一
〇
三
七
）
九
月
二
十
五
日

八
十
島
祭
使
昨
日
帰
京
云
々
。
中
宮
使
重
則
為
勅
使
、
蔵
人
被
凌
礫
、
有
愁
申
事
云
々
。
固
祭
設
祭
場
熊
河
尻
、
而
神
司
宮
人
申
云
、

例
於
住
吉
代
家
浜
祭
之
云
々
。
仍
忽
召
夫
馬
運
祭
物
、
使
等
騎
用
向
件
浜
祭
之
云
々
。

【
史
料
7
】
で
は
、
以
前
か
ら
祭
場
は
熊
河
尻
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
吉
社
の
神
司
宮
人
に
よ
る
「
例
は
住
吉
代
家
浜
に
於
い
て
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之
を
祭
る
」
と
い
う
主
張
、
す
な
わ
ち
住
吉
代
家
浜
に
て
八
十
島
祭
が
お
こ
な
わ
れ
た
前
例
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
祭
場
の
変
更
が
な

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
は
祭
場
は
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
変
更
も
は
じ
め
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

の
ち
の
十
二
世
紀
に
も
、【
史
料
1
】
か
ら
み
て
と
れ
る
よ
う
に
、
住
吉
浜
が
祭
場
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
十
世
紀
に
住
吉
社
の

関
与
が
伸
長
し
、
十
一
世
紀
前
後
に
祭
場
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
後
白
河
天
皇
の
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
の
八
十
島
祭
ま
で
に
祭

場
と
し
て
住
吉
浜
が
定
着
し
た
の
だ
ろ
う（
（1
（

。

住
吉
社
の
祭
神
で
あ
る
住
吉
大
神
（
底
筒
男
命
・
中
筒
男
命
・
表
筒
男
命
）
は
、
黄
泉
国
か
ら
帰
っ
て
き
た
イ
ザ
ナ
ギ
の
「
禊
」
に
よ
っ
て

誕
生
し
た
神
々
で
あ
る
。
そ
の
関
係
か
ら
、
九
世
紀
末
に
難
波
が
禊
祓
の
場
に
な
っ
た
こ
と
を
う
け
、
十
世
紀
に
八
十
島
祭
へ
住
吉
社
が
関

与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
加
え
て
、
九
世
紀
か
ら
十
世
紀
を
ピ
ー
ク
に
十
一
世
紀
に
か
け
て
、
竈
神
祭
祀
の
増
加
や
「
犯

土
」
思
想
の
流
行
な
ど
陰
陽
道
関
連
の
祭
祀
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る（
（1
（

。
こ
の
流
れ
の
中
に
十
世
紀
以
降
の
八
十
島
祭
と
陰
陽
道
の
関
連
を
位

置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
以
上
の
こ
と
は
あ
く
ま
で
十
世
紀
以
降
の
変
質
し
た
八
十
島
祭
の
要
素
で
あ
っ
て
、
管
見
の
限
り
そ
れ
以
前
に
遡
っ
て
み
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
変
質
す
る
前
の
原
型
と
も
い
え
る
八
十
島
祭
が
い
つ
頃
成
立
し
た
か
を
次
節
で
検
討
し
て
い
く
。

2　
『
延
喜
式
』
に
規
定
さ
れ
る
八
十
島
祭
の
成
立

成
立
時
期
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
時
代
順
に
並
べ
る
と
、
五
世
紀
説
〔
吉
田
・
岡
田
〕、
七
世
紀
の
天
武
朝
頃
説
〔
若
井
〕、
九
世
紀

の
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
説
〔
田
中
・
瀧
川
〕
の
三
説
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、
結
論
は
出
て
い
な
い
。
そ
こ
で
先
行
研
究
を
改
め
て
ま
と

め
、
成
立
の
上
限
及
び
下
限
を
推
定
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
若
井
敏
明
氏
は
、
史
料
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
二
点
の
観
点
を
指
摘
し
て
い
る（
（1
（

。
第
一
は
、
八
十
島
祭
に
際
し
て
難
波
へ
下
向
す
る

皇位継承儀礼としての八十島祭7



女
官
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
延
喜
式
』
で
は
、
内
侍
す
な
わ
ち
掌
侍
（
通
例
、
内
侍
と
い
う
場
合
は
掌
侍
を
指
す
）
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
初
見
の
嘉
祥
三
年
以
降
は
典
侍
が
下
向
し
続
け
て
お
り
、
唯
一
の
例
外
で
あ
る
村
上
天
皇
の
天
暦
元
年
（
九
四
七
）

の
事
例
も
穢
れ
に
よ
る
変
更
の
結
果
で
あ
っ
て（
（1
（

、
嘉
祥
三
年
以
降
は
典
侍
の
派
遣
が
定
例
化
し
て
い
た
。

第
二
は
、
同
じ
く
下
向
す
る
宮
主
及
び
御
巫
に
つ
い
て
で
あ
る
。
宮
主
に
関
し
、『
延
喜
式
』
に
派
遣
の
規
定
が
み
え
な
い
の
は
「
自
明

の
こ
と
と
し
て
省
略
し
た
」
た
め
と
い
う
説
が
あ
る（
（2
（

。
し
か
し
、
卜
庭
神
祭
、
神
今
食
、
忌
火
・
庭
火
祭
、
鎮
魂
祭
に
は
明
記
さ
れ
て
お
り
、

派
遣
さ
れ
て
い
た
の
に
省
略
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、『
延
喜
式
』
に
は
御
巫
と
生
島
巫
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
嘉
祥
三
年

で
は
御
巫
の
み
、
以
降
の
日
記
類
で
は
御
巫
の
み
に
な
り
、
さ
ら
に
『
江
家
次
第
』
の
段
階
で
は
い
ず
れ
の
派
遣
も
な
く
な
っ
て
い
く
。

こ
の
こ
と
か
ら
若
井
氏
は
、
十
世
紀
に
成
立
し
た
『
延
喜
式
』
の
規
定
は
、
嘉
祥
三
年
時
点
で
既
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
な
り
、

史
料
の
記
載
内
容
は
『
延
喜
式
』
→
『
文
徳
実
録
』
→
『
江
家
次
第
』
の
順
で
成
立
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。

『
延
喜
式
』
は
十
世
紀
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
八
十
島
祭
の
規
定
は
延
喜
式
以
前
、
す
な
わ
ち
弘
仁
・
貞
観
式
の
い
ず
れ
か
に

記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
若
井
氏
は
、
弘
仁
・
貞
観
式
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
明
言
し
て
い
な
い
。
し
か
し
さ
ら
に
私
見
を
加
え
る

と
、
貞
観
式
（
八
七
一
年
奏
進
）
で
は
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
よ
り
く
だ
っ
て
し
ま
う
た
め
、
弘
仁
式
（
八
一
九
年
撰
進
）
に
記
載
さ
れ
て
い

た
と
断
言
で
き
よ
う
。
こ
れ
を
成
立
の
下
限
と
設
定
す
る
。

次
に
岡
田
精
司
氏
は
、
奈
良
時
代
の
難
波
行
幸
と
の
関
連
に
言
及
し
て
い
る（
（2
（

。
す
な
わ
ち
、
特
異
な
即
位
で
あ
る
淳
仁
天
皇
（「
国
家
大

事
」
を
孝
謙
上
皇
が
掌
握
し
て
「
小
事
」
し
か
委
ね
ら
れ
ず
、
立
后
な
ど
も
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
）
及
び
称
徳
天
皇
（
孝
謙
の
重
祚
）
以
外
は
、

大
嘗
祭
の
次
の
年
に
難
波
行
幸
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、『
江
家
次
第
』
に
「
大
嘗
会
次
年
行
之
」
と
記
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
難
波

行
幸
が
平
安
時
代
に
お
け
る
八
十
島
祭
の
前
段
階
の
姿
だ
っ
た
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
（【
表
4
】）。

こ
れ
は
既
に
栄
原
永
遠
男
氏
な
ど
に
よ
っ
て
、
実
際
に
大
嘗
祭
の
次
の
年
に
難
波
行
幸
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
三
例
の
み
で
あ
る
と
い
う
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こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。
つ
ま
り
①
孝
謙
天
皇
の
行
幸
に
つ
い
て
は
、
大
嘗
祭
前
か
ら
大
郡
宮
に
滞
在
し
て

お
り
、
大
郡
宮
も
難
波
の
も
の
で
あ
る
確
証
が
な
い
こ
と
。
②
光
仁
天
皇
の
行
幸
に
つ
い
て
は
、
大
嘗
祭
の
前

に
行
幸
し
て
い
る
こ
と
。
以
上
よ
り
、
大
嘗
祭
の
次
の
年
に
行
幸
し
た
確
証
が
あ
る
の
は
文
武
・
元
正
・
聖
武

天
皇
の
み
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
栄
原
氏
の
指
摘
に
は
あ
が
っ
て
い
な
い
が
、
元
明
天
皇
の
行
幸
に
つ
い
て
も
、『
扶
桑
略
記
』
に

「
和
銅
三
年
庚
戊
三
月
辛
酉
日
、
始
遷
都
于
平
城
。
従
難
波
宮
、
移
御
奈
良
京
、
定
左
右
京
条
坊
。」
と
あ
る
も

の
が
、
難
波
宮
に
和
銅
二
年
に
行
幸
し
て
帰
京
し
た
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
こ
れ
は
平
城
京
遷
都
に
関
連
し
た

も
の
で
、
三
月
の
記
事
で
あ
る
こ
と
も
加
味
す
る
と
和
銅
二
年
に
行
幸
し
た
か
も
疑
わ
し
い
こ
と
を
追
加
で
指

摘
し
た
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
八
代
中
三
代
し
か
大
嘗
祭
の
次
の
年
に
難
波
行
幸
を
お
こ
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
恒

例
の
儀
礼
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
た
だ
し
、〝
大
嘗
祭
の
次
の
年
〟
に
お
こ
な
う
と
い

う
慣
例
が
当
初
か
ら
存
在
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
難
波
行
幸
は
す
べ
て
の
天
皇
が
大
嘗
祭
の
次
の
年
に
お
こ

な
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
難
波
行
幸
が
お
こ
な
わ
れ
た
場
合
に
は
、
即
位
に
連
動
し
て
い
た
こ
と
は

確
か
だ
っ
た
。
岡
田
氏
の
よ
う
に
、
五
世
紀
か
ら
続
く
八
十
島
祭
の
変
化
の
一
段
階
と
し
て
難
波
行
幸
が
あ
る

と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
八
十
島
祭
の
萌
芽
だ
っ
た
と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
難
波
行
幸
は
光
仁
天
皇
の
代

ま
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

八
十
島
祭
は
、
天
皇
の
み
な
ら
ず
、
中
宮
及
び
東
宮
に
よ
っ
て
も
お
こ
な
わ
れ
た
祭
祀
で
あ
り
、
そ
の
初
見

は
『
延
喜
式
』
の
「
八
十
島
神
祭
中
宮
准
此
、

」
及
び
「
東
宮
八
十
島
祭
」
で
あ
る
。
し
か
し
榎
村
寛
之
氏
は
、『
本
朝

【表 4】難波行幸一覧
天皇 即位 大嘗祭 難波行幸 出典
文武 文武天皇元年（697） 文武天皇 2年（698）11月23日 文武天皇 3年（699）1 月27日 『続日本紀』
元明 慶雲 4年（707） 和銅元年（708）11月21日 和銅 2年（709） 『扶桑略記』
元正 霊亀元年（715） 霊亀 2年（716）11月19日 養老元年（717）2 月11日 『続日本紀』
聖武 神亀元年（724） 神亀元年（724）11月23日 神亀 2年（725）10月10日 『続日本紀』
孝謙 天平勝宝元年（749） 天平勝宝元年（749）11月25日 天平勝宝 2年（750）1 月 1 日 『続日本紀』
淳仁 天平宝字 2年（758） 天平宝字 2年（758）11月23日
称徳 天平宝字 8年（764） 天平神護元年（765）11月22日
光仁 宝亀元年（770） 宝亀 2年（771）11月21日 宝亀 2年（771）2 月14日 『続日本紀』
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月
令
』
所
引
『
弘
仁
神
式
』
に
中
宮
御
贖
の
記
事
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
八
十
島
祭
と
同
様
の

天
皇
・
中
宮
・
東
宮
が
セ
ッ
ト
で
お
こ
な
う
儀
礼
は
、
弘
仁
段
階
に
は
は
じ
ま
っ
て
い
た
と
す
る（
（2
（

。

中
宮
と
は
、
中
宮
職
に
奉
仕
さ
れ
る
天
皇
の
后
で
あ
り
、
皇
后
も
指
す
。
橘
嘉
智
子
（
嵯
峨
皇

后
）・
正
子
内
親
王
（
淳
和
皇
后
）
以
降
、
藤
原
穏
子
（
醍
醐
中
宮
）
が
立
后
す
る
ま
で
は
中
宮
の

不
在
期
間
だ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
榎
村
氏
は
、
中
宮
八
十
島
祭
の
成
立
の
上
限
を
次
の
よ
う
に
推
察

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
仁
明
か
ら
宇
多
天
皇
の
間
に
は
中
宮
八
十
島
祭
を
創
始
で
き
な
い
こ
と
に

な
る
。
さ
ら
に
、
大
嘗
祭
の
次
の
年
に
お
こ
な
う
八
十
島
祭
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ま
で

に
立
后
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
中
宮
八
十
島
祭
の
成
立
の
上
限
は
光
仁
天

皇
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
八
十
島
祭
の
成
立
は
さ
ら
に
そ
れ
以
前
と
な
る
、
と
い
う
（【
表
5
】）。

榎
村
氏
の
論
は
、
八
十
島
祭
が
大
嘗
祭
の
次
の
年
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
前
提
に
し
て

い
る
が
、
そ
れ
が
成
立
当
初
か
ら
の
規
定
で
あ
っ
た
か
は
、
史
料
が
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。
し

か
し
、
中
宮
八
十
島
祭
の
初
見
で
あ
る
『
延
喜
式
』
が
八
十
島
祭
の
古
態
を
残
す
史
料
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
、
双
方
の
成
立
に
時
差
は
な
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
ど
ち
ら
も
即
位
に
連
動

し
て
お
こ
な
う
こ
と
を
当
初
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
八
十
島
祭
及
び
中
宮
八
十
島
祭

を
即
位
に
連
動
さ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
は
、
や
は
り
光
仁
天
皇
が
最
古
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
光
仁
天
皇
が
難
波
行
幸
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
に
は
、
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、

【表 5】中宮一覧表
天皇 中宮 即位 大嘗祭 立后
文武 ― 文武天皇元年（697）8 月 文武天皇 2年（698）11月
元明 ―（女帝） 慶雲 4年（707）7 月 和銅元年（708）11月
元正 ―（女帝） 霊亀元年（715）9 月 霊亀 2年（716）11月
聖武 藤原光明子 神亀元年（724）2 月 神亀元年（724）11月 天平元年（729）8 月
孝謙 ―（女帝） 天平勝宝元年（749）7 月 天平勝宝元年（749）11月
淳仁 ― 天平宝字 2年（758）8 月 天平宝字 2年（758）11月
称徳 ―（女帝） 天平宝字 8年（764）10月 天平神護元年（765）11月
光仁 井上内親王 宝亀元年（770）10月 宝亀 2年（771）11月 宝亀元年（770）11月
桓武 藤原乙牟漏 天応元年（781）4 月 天応元年（781）11月 延暦 2年（783）4 月
平城 ― 大同元年（806）5 月 大同 3年（808）11月
嵯峨 橘嘉智子 大同 4年（809）4 月 弘仁元年（810）11月 弘仁 6年（815）7 月
淳和 正子内親王 弘仁14年（823）4 月 弘仁14年（823）11月 天長 4年（827）2 月

醍醐 藤原穏子 寛平 9年（897）7 月 寛平 9年（897）11月 延喜23年（923）4 月
注：―は中宮不在を意味する。

⇅ 不在期間
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①
上
限
は
難
波
行
幸
以
降

難
波
行
幸
を
最
後
に
お
こ
な
っ
た
光
仁
天
皇
の
次
代
桓
武
天
皇
が
上
限

②
下
限
は
弘
仁
式
が
撰
進
さ
れ
た
八
一
九
年
以
前

淳
和
天
皇
の
即
位
が
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）
の
た
め
、
前
代
嵯
峨
天
皇
が
下
限

と
な
り
、
八
十
島
祭
の
成
立
は
、
桓
武
・
平
城
・
嵯
峨
天
皇
の
治
世
に
し
ぼ
ら
れ
る
（【
表
1
】
参
照
）。
さ
ら
に
榎
村
氏
の
指
摘
に
鑑
み
れ

ば
、
光
仁
天
皇
の
難
波
行
幸
の
際
に
は
中
宮
も
同
行
し
、
そ
れ
を
理
想
の
形
と
し
て
三
代
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の
代
に
創
始
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。『
延
喜
式
』
は
、
編
纂
段
階
に
お
け
る
祭
祀
の
理
想
の
形
式
を
記
載
す
る
も
の
で
、
天
皇
・
中
宮
・
東
宮
が
セ
ッ
ト
で
お
こ
な
う

と
い
う
形
式
も
、
光
仁
天
皇
の
難
波
行
幸
を
理
想
視
し
て
参
照
し
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

で
は
、
ど
の
天
皇
の
治
世
に
八
十
島
祭
は
成
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
三
代
の
う
ち
即
位
に
特
異
な
事
情
が
あ
り
、
皇
位
継
承

関
連
儀
礼
の
転
換
期
で
も
あ
る
桓
武
天
皇
の
即
位
の
事
情
や
神
祇
政
策
を
確
認
し
、
八
十
島
祭
成
立
の
要
因
を
考
察
し
て
い
く
。

3　

桓
武
朝
の
即
位
の
事
情
と
神
祇
政
策

桓
武
天
皇
は
、
皇
統
が
天
武
系
か
ら
天
智
系
へ
と
移
行
し
た
天
皇
で
あ
る
（【
図
1
】）。【
史
料
8
】
に
み
え
る
、
彼
が
皇
太
子
時
代
に
お

こ
な
っ
た
伊
勢
参
宮
（
男
性
皇
族
の
伊
勢
参
宮
は
異
例
）
は
、
伊
勢
神
宮
（
皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
）
と
の
関
係
を
再
構
築
す
る
た
め
に
お
こ
な

わ
れ
た
も
の
だ
と
久
禮
旦
雄
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。

【
史
料
8
】『
続
日
本
紀
』
宝
亀
九
年
（
七
七
八
）
十
月
二
十
五
日

皇
太
子
向
伊
勢
。
先
是
、
皇
太
子
寝
疾
久
不
平
復
、
至
是
親
拝
神
宮
、
所
以
賽
宿
祷
也
。
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天
武
系
皇
統
は
、
伊
勢
神
宮
の
守
護
を
う
け
、

ア
マ
テ
ラ
ス
を
祖
と
す
る
「
日
嗣
」
と
し
て
即
位

し
て
き
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
桓
武
天
皇
の
即

位
は
、
そ
の
天
武
系
皇
統
を
引
き
継
ぐ
聖
武
天
皇

の
娘
井
上
内
親
王
（
伊
勢
斎
王
）・
そ
の
子
他
戸

親
王
を
廃
し
て
実
現
さ
れ
た
。
ま
た
、
践
祚
儀
と

即
位
儀
の
分
立
及
び
昊
天
祭
祀
の
開
始
と
い
っ
た

皇
位
継
承
関
連
儀
礼
の
転
換
期
と
も
な
っ
た
。
こ

れ
は
、
壬
申
の
乱
と
ま
で
は
い
か
ず
と
も
、
即
位
の
事
情
が
「
簒
奪
」
的
で
あ
り
、
政
権
の
安
定
化
と
正
当
性
を
内
外
に
宣
明
す
る
必
要
が

あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

皇
位
継
承
関
連
儀
礼
は
、
壬
申
の
乱
を
契
機
に
変
遷
し
て
い
る
。
天
武
・
持
統
朝
に
は
、
伊
勢
神
宮
へ
の
斎
王
の
派
遣
や
大
嘗
祭
の
確
立
、

大
嘗
祭
の
み
を
「
大
祀
」
と
し
て
特
別
視
す
る
律
令
の
制
定
な
ど
が
な
さ
れ
た
。
即
位
儀
も
中
臣
氏
や
忌
部
氏
に
よ
る
奉
仕
を
う
け
る
形
で

成
立
し
て
い
る
。
つ
い
で
天
武
天
皇
の
後
継
者
・
草
壁
皇
子
が
早
逝
す
る
と
、
譲
位
や
即
位
の
際
に
宣
命
が
宣
読
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど

即
位
儀
が
変
容
、
出
雲
国
の
奏
上
儀
礼
が
成
立
し
た
の
も
、
こ
の
時
期
の
元
正
朝
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
即
位
に
特
異
な
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
正
当
性
を
補
完
す
る
方
策
と
し
て
、
あ
ら
た
な
儀
礼
が
創
出
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
風
潮
が
続
い
て
い
た
。
こ
の
流
れ
の
中
に
八
十
島
祭
の
成
立
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

神
祇
政
策
に
関
し
て
も
久
禮
氏
は
、
延
暦
年
間
（
七
八
二
～
八
〇
六
年
）
を
神
祇
に
関
す
る
格
式
へ
の
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
時
期
と
し
、

類
聚
三
代
格
の
分
析
か
ら
二
点
の
特
徴
を
述
べ
て
い
る（
（2
（

。
一
つ
め
が
、
地
方
神
社
の
固
有
性
・
特
権
性
の
剝
奪
に
よ
っ
て
、
中
央
集
権
的
な

【
図
1
】　

天
皇
略
系
図

天
智

1

2 3

5

64
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131415

8
・
10

9

天
武

持
統

志
貴
皇
子

舎
人
親
王

草
壁
皇
子

元
明

淳
和

文
武

元
正

聖
武

孝
謙
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親
王
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仁
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親
王
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親
王

桓
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淳
和

嵯
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＊

は
天
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名
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神
祇
祭
祀
体
制
の
構
築
が
目
指
さ
れ
た
こ
と
。
二
つ
め
が
、
神
祇
官
よ
り
国
司
の
役
割
へ
の
期
待
が
高
ま
り
、
国
司
権
限
の
強
化
が
な
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
と
き
の
格
式
が
弘
仁
格
式
の
原
型
に
な
っ
た
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
方
針
の
上
に
、
第
一
節
で
み
た
よ
う
な
、
本
来
は
摂
津
国
司
が
奉
仕
す
る
八
十
島
祭
の
成
立
を
み
て
も
良
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
桓
武
天
皇
の
父
光
仁
天
皇
の
即
位
は
、
井
上
内
親
王
の
夫
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
光
仁
天
皇
は
、

宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
十
月
に
即
位
す
る
が
、
そ
の
翌
月
に
さ
っ
そ
く
井
上
内
親
王
が
皇
后
に
立
后
さ
れ
、
さ
ら
に
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
二

年
（
七
七
一
）
正
月
二
十
三
日
条
で
、「（
前
略
）
随
法
爾
皇
后
御
子
他
戸
親
王
立
為
皇
太
子
（
後
略
）」
と
井
上
皇
后
の
御
子
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
他
戸
皇
子
が
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。

榎
村
寛
之
氏
は
、
以
上
の
井
上
・
他
戸
へ
の
対
応
と
比
較
し
、
光
仁
天
皇
自
身
の
正
当
性
へ
の
対
応
の
優
先
度
の
低
さ
を
指
摘
し
て
い
る（
（2
（

。

つ
ま
り
、
翌
年
に
及
ん
で
光
仁
天
皇
の
母
紀
氏
を
皇
太
后
に
し
て
い
る
が
（【
史
料
9
】）、
こ
の
時
点
で
は
じ
め
て
天
皇
と
皇
后
の
子
と
い

う
地
位
を
手
に
入
れ
た
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る（
（2
（

。

【
史
料
9
】『
続
日
本
紀
』
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
十
二
月
十
五
日

勅
。
先
妣
紀
氏
未
追
尊
号
。
自
今
以
後
、
宜
奉
称
皇
太
后
。
御
墓
者
称
山
陵
。
其
忌
日
者
亦
入
国
忌
例
。
設
斎
如
式
。

榎
村
氏
は
続
け
て
、
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
十
一
月
十
三
日
に
井
上
皇
后
の
娘
酒
人
内
親
王
を
伊
勢
斎
王
と
し
て
い
る
こ
と
は（
（2
（

、
井
上
廃

后
後
も
聖
武
天
皇
の
後
継
者
で
あ
る
こ
と
の
表
象
で
あ
り
、
光
仁
天
皇
に
天
智
・
天
武
系
双
方
の
皇
族
の
長
と
し
て
の
意
識
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
、
と
も
述
べ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
皇
統
意
識
は
桓
武
朝
に
は
前
述
の
よ
う
に
変
化
し
た
。
他
戸
が
東
宮
（
桓
武
）
に
暴
虐
を
働
く
な
ど
天
皇
に
相
応
し
く
な

い
行
動
を
し
、
そ
れ
に
連
な
る
形
で
井
上
皇
后
も
廃
さ
れ
た
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に（
（2
（

、「
井
上
廃
后
・
他
戸
廃
太
子
事
件
の
主
目
的
が
、
他

戸
＝
聖
武
系
の
血
統
の
否
定
に
シ
フ
ト（
（3
（

」
し
た
の
で
あ
る
。
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桓
武
朝
に
い
た
っ
て
、
天
武
（
聖
武
）
系
で
は
な
く
天
智
系
と
の
意
識
が
発
生
し
た
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
こ
の
皇
統
意
識
の
変
化
が
あ

ら
た
な
皇
位
継
承
関
連
儀
礼
の
誕
生
を
望
み
、
そ
の
望
み
を
う
け
て
創
始
さ
れ
た
の
が
八
十
島
祭
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
本
章
で
は
八
十
島
祭
を
皇
位
継
承
関
連
儀
礼
と
し
て
、
桓
武
朝
で
の
皇
統
意
識
の
変
化
を
契
機
に
成
立
し
た
と
し
た
。
皇
位
継
承

関
連
儀
礼
は
、
正
当
性
を
補
完
す
る
方
策
と
し
て
創
出
さ
れ
る
。
で
は
、
八
十
島
祭
は
何
を
ど
の
よ
う
に
ま
つ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
当
性

を
補
完
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
そ
の
よ
う
な
八
十
島
祭
の
性
質
・
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
二
章　

八
十
島
祭
の
性
質
・
意
義

本
章
で
は
、
八
十
島
祭
の
二
つ
の
特
徴
か
ら
そ
の
意
義
・
性
質
を
考
察
す
る
。
ま
ず
祭
場
で
あ
る
難
波
の
も
つ
機
能
に
つ
い
て
、
続
け

て
下
向
す
る
人
員
に
女
性
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

1　

行
幸
地
・
祭
場
で
あ
る
難
波
と
淡
路
島
と
の
結
び
つ
き

は
じ
め
に
、
次
の
聖
武
天
皇
の
即
位
に
際
し
た
難
波
行
幸
（
神
亀
二
年
〈
七
二
四
〉
十
月
十
日
）
と
関
連
す
る
山
部
赤
人
の
長
歌
に
注
目
し

た
い
。

【
史
料
10
】『
万
葉
集
』
巻
六　

〇
九
三
三

天
地
の　

遠
き
が
ご
と
く　

日
月
の　

長
き
が
ご
と
く　

お
し
て
る　

難
波
の
宮
に　

我
ご
大
君　

国
知
ら
す

御
食
つ
国　

日
の
御
調
と　

淡
路
の　

野
島
の
海
人
の　

海
の
底　

沖
つ
海
石
に　

鰒
珠　

さ
は
に
潜
き
出　

船
並
め
て　

仕
へ
奉
る

し　

貴
し
見
れ
ば

ら
し

14



梶
川
信
行
氏
に
よ
る
と
こ
の
長
歌
に
は
、
難
波
宮
造
営
祈
願
の
た
め
の
住
吉
神
に
対
す
る
神
事
と
関
連
す
る
真
珠
（
玉
）
を
天
皇
へ
献
上

す
る
こ
と
が
詠
わ
れ
て
い
る
ら
し
い（
（3
（

。
確
か
に
翌
神
亀
三
年
（
七
二
五
）
十
月
に
は
、
藤
原
宇
合
を
「
知
造
難
波
宮
事
」
に
任
命
し
て
造
営

に
着
手
し
て
い
る
。
こ
の
難
波
宮
造
営
は
、
天
武
天
皇
に
よ
っ
て
天
武
天
皇
十
二
年
（
六
八
三
）
十
二
月
十
七
日
に
、
い
わ
ゆ
る
「
副
都
制

の
詔（
（3
（

」
と
し
て
出
さ
れ
た
副
都
難
波
宮
構
想
の
踏
襲
で
あ
り
、
天
武
系
皇
統
（
草
壁
皇
統
）
が
目
指
す
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

積
山
洋
一
氏
は
、
副
都
難
波
宮
構
想
に
関
し
、
新
羅
か
ら
の
侵
攻
に
備
え
る
た
め
に
も
、
国
際
社
会
に
認
知
さ
れ
る
「
正
当
性
」
を
高
め

る
必
要
が
あ
り
、
首
都
藤
原
京
と
と
も
に
中
国
『
周
礼
』
の
王
城
観
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
述
べ
る（
（3
（

。

し
か
し
そ
の
難
波
宮
は
、
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
正
月
に
焼
亡
し
て
し
ま
い（
（3
（

、
さ
ら
に
同
年
九
月
に
天
武
天
皇
が
崩
御
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
造
営
が
中
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
同
時
期
に
同
じ
く
国
土
支
配
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
国
制
・
七
道

制
が
軌
道
に
乗
り
選
択
さ
れ
、
新
羅
と
の
外
交
関
係
が
順
調
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る（
（3
（

。

さ
て
森
斌
氏
は
、
赤
人
の
長
歌
に
つ
い
て
国
文
学
の
立
場
か
ら
次
の
よ
う
に
検
証
し
て
い
る（
（3
（

。
す
な
わ
ち
長
歌
の
「
ら
し
」
よ
り
前
の
部

分
で
は
、
難
波
を
都
と
し
て
国
を
支
配
す
る
こ
と
を
詠
い
、「
ら
し
」
よ
り
後
の
部
分
で
は
、
そ
の
支
配
の
根
拠
と
し
て
〝
淡
路
島
の
野
島
〟

の
〝
海
人
〟
が
〝
真
珠
〟
を
献
上
す
る
様
子
を
詠
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
畿
内
の
難
波
津
・
畿
外
の
淡
路
島
を
一
首
の

中
で
詠
う
こ
と
で
、
淡
路
島
か
ら
難
波
津
ま
で
の
海
人
の
航
海
路
を
想
起
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
大
八
島
国
と
い
う
国
土
へ
繫
が
ら
せ
た
、
と
も

言
及
し
て
い
る
。

淡
路
島
と
海
人
集
団
、
真
珠
と
の
関
係
を
示
す
史
料
が
あ
る
。

【
史
料
11
】『
日
本
書
紀
』
允
恭
天
皇
十
四
九
月
十
二
日

天
皇
猟
于
淡
路
島
。
時
麋
鹿
・
猿
・
猪
、
莫
莫
紛
紛
。
盈
于
山
谷
。
焱
起
蠅
散
。
然
終
日
以
下
獲
一
獣
。
於
是
、
猟
止
以
更
卜
矣
。
島

神
祟
之
曰
、
不
得
獣
者
、
是
我
之
心
也
。
赤
石
海
底
有
真
珠
。
其
珠
祠
於
我
。
則
悉
当
得
獣
。
爰
更
集
処
処
之
白
水
郎
。
以
令
探
赤
石
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海
底
。
海
深
不
能
至
底
。
唯
有
一
海
人
。
曰
男
狭
磯
。
是
阿
波
国
長
邑
之
海
人
也
。
勝
於
諸
海
人
。
好
深
探
。
是
腰
繫
縄
入
海
底
。
差

頃
之
出
曰
、
於
海
底
有
大
蝮
。
其
処
光
也
。
諸
人
皆
曰
、
島
神
所
請
之
珠
。
殆
有
是
蝮
腹
乎
。
亦
入
而
探
之
。
爰
男
狭
磯
抱
大
蝮
而
泛

出
之
。
乃
息
絶
以
死
浪
上
。
既
而
下
縄
測
海
深
、
六
十
尋
。
則
割
蝮
、
実
真
珠
有
腹
中
。
其
大
如
桃
子
。
乃
祠
島
神
而
猟
之
。
多
獲
獣

也
。（
後
略
）

【
史
料
11
】
に
は
、
允
恭
天
皇
が
淡
路
島
へ
遊
猟
に
出
か
け
た
際
に
、
一
匹
の
獲
物
も
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
占
っ
た
と
こ
ろ
、

島
神
の
祟
に
よ
る
も
の
で
、
明
石
の
海
底
か
ら
真
珠
を
と
っ
て
ま
つ
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
。
阿
波
国
の
長
邑
（
那
賀
郡
）
の
海
人
・
男
狭

磯
が
海
底
で
鮑
を
見
付
け
、
そ
の
内
部
か
ら
取
り
出
し
た
真
珠
を
献
上
し
た
、
と
あ
る
。
加
え
て
こ
の
記
事
か
ら
は
、
淡
路
島
と
阿
波
国
と

の
結
び
つ
き
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
淡
路
島
の
野
島
と
い
え
ば
、
仁
徳
天
皇
の
崩
御
後
、
住
吉
仲
皇
子
の
反
乱
に
際
し
、
倭
直
吾
子
籠
と
と
も
に
阿
曇
連
浜
子
に
率
い
ら

れ
て
加
担
し
た
「
淡
路
野
島
之
海
人
」
の
存
在
が
知
ら
れ
る
（【
史
料
12
】）。
倭
直
は
、「
五
世
紀
段
階
で
は
、
大
阪
湾
岸
に
拠
点
を
置
き
、

海
人
集
団
と
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
同
族
は
阿
波
と
淡
路
、
播
磨
に
も
広
が
っ
て
い
た（
（3
（

」。

【
史
料
12
】『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
八
十
七
年
正
月

大
鷦
鷯
天
皇
崩
。（
中
略
）
対
曰
、
淡
路
野
島
之
海
人
也
。
阿
曇
連
浜
子
一
云
、
阿
曇

連
黒
友
、

為
仲
皇
子
令
追
太
子
。
於
是
、
出
伏
兵
囲
之
。
悉
得
捕
。

当
是
時
、
倭
直
吾
子
籠
素
好
仲
皇
子
。
預
知
其
謀
。
密
聚
精
兵
数
百
於
攪
食
栗
林
。
為
仲
皇
子
将
拒
太
子
。（
後
略
）

淡
路
島
の
島
神
が
イ
ザ
ナ
ギ
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
履
中
天
皇
が
淡
路
島
へ
遊
猟
に
出
か
け
た
際
、
島
神
イ
ザ
ナ
ギ
が
河
内
飼
部
ら
の
入

墨
の
血
臭
を
嫌
っ
た
た
め
に
以
後
は
と
り
や
め
た
と
す
る
次
の
【
史
料
13
】
か
ら
判
明
す
る
。
こ
の
史
料
か
ら
は
、
大
和
政
権
と
イ
ザ
ナ
ギ
、

つ
ま
り
淡
路
島
と
の
対
立
構
造
を
み
て
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

【
史
料
13
】『
日
本
書
紀
』
履
中
天
皇
五
年
九
月
十
八
日
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天
皇
狩
于
淡
路
島
。
是
日
、
河
内
飼
部
等
従
駕
執
轡
。
先
是
飼
部
之
黥
皆
未
差
。
時
居
島
伊
奘
諾
神
、
託
祝
曰
、
不
堪
血
臭
矣
。
因
以

卜
之
。
兆
云
、
悪
飼
部
等
黥
之
気
。
故
自
是
以
後
、
頓
絶
以
不
黥
飼
部
而
止
之
。

各
史
料
を
総
合
す
る
と
、
阿
曇
連
に
率
い
ら
れ
る
海
人
集
団
及
び
倭
直
が
、
淡
路
・
阿
波
・
播
磨
か
ら
大
阪
湾
岸
に
い
た
る
ま
で
の
広
範

囲
に
分
布
し
、
瀬
戸
内
海
交
流
を
担
っ
て
い
た
こ
と
、
反
乱
へ
の
加
担
や
祟
り
か
ら
み
え
る
大
和
政
権
と
の
対
立
構
造
が
存
在
し
た
こ
と
が

推
察
で
き
る
。
要
す
る
に
、
長
歌
が
示
し
て
い
る
の
は
、
か
つ
て
対
立
を
し
て
い
た
淡
路
島
の
野
島
の
海
人
が
真
珠
の
献
上
を
す
る
（
淡
路

島
の
島
神
イ
ザ
ナ
ギ
の
祟
り
を
お
さ
め
る
＝
対
立
を
お
さ
め
る
）
こ
と
で
国
土
支
配
の
根
拠
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、「
国
譲
り
神
話
」
の
舞
台
と
な
っ
た
出
雲
（
か
つ
て
対
立
関
係
）
が
、
天
皇
の
即
位
時
に
皇
位
継
承
関
連
儀
礼
と
し
て
奏
上
儀
礼

を
お
こ
な
う
の
と
同
じ
構
造
だ
と
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
時
期
的
に
も
、
難
波
行
幸
は
文
武
天
皇
が
初
例
で
あ
り
、

奏
上
儀
礼
も
元
正
天
皇
が
初
見
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
共
通
し
て
天
武
系
皇
統
（
草
壁
皇
統
）
の
即
位
を
意
識
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
【
史
料
1
】
の
『
袖
中
抄
』
に
は
、
住
吉
浜
で
西
の
海
に
向
か
う
と
あ
る
が
、
住
吉
か
ら
西
の
方
を
向
く
と
淡
路
島
が
存
在
す

る
。
江
戸
時
代
初
期
の
住
吉
如
慶
筆
『
伊
勢
物
語
絵
巻
』「
住
吉
の
浜
」
で
は
画
面
左
上
の
海
の
向
こ
う
に
淡
路
島
が
描
か
れ
て
い
る（
（3
（

。
こ

の
よ
う
な
立
地
条
件
、
西
に
向
か
っ
て
淡
路
島
を
望
む
と
い
う
の
は
、
難
波
で
も
同
様
に
可
能
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
古
事
記
』
に
は
、

仁
徳
天
皇
が
詠
ん
だ
歌
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
難
波
か
ら
淡
路
島
を
望
ん
で
い
る
（【
史
料
14
】）。
こ
の
点
か
ら
も
八
十
島
祭
と
淡
路
島
と

の
関
連
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

【
史
料
14
】『
古
事
記
』
下
巻

於
是
天
皇
、
恋
其
黒
日
売
、
欺
大
后
曰
、
欲
見
淡
道
島
而
、
幸
行
之
時
、
坐
淡
道
島
、
望
歌
曰
、

お
し
て
る
や　

難
波
の
崎
よ　

出
で
立
ち
て　

我
が
国
見
れ
ば　

淡
島　

お
の
ご
ろ
島　

あ
じ
ま
さ
の　

島
も
見
ゆ　

放
つ
島
見
ゆ

イ
ザ
ナ
ギ
と
い
え
ば
、
そ
の
活
躍
す
る
神
話
の
代
表
は
「
国
生
み
神
話
」
で
あ
る
。
で
は
、
一
地
方
で
あ
る
淡
路
島
の
島
神
イ
ザ
ナ
ギ
が
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「
国
生
み
神
話
」
の
主
人
公
の
神
と
な
っ
た
時
期
は
い
つ
頃
な
の
か
。
坂
江
渉
氏
は
、「
国
生
み
神
話
」
内
の
矛
に
よ
る
攪
拌
か
ら
オ
ノ
コ
ロ

島
が
誕
生
し
た
話
と
『
播
磨
国
風
土
記
』
揖
保
郡
粒
里
粒
丘
条
の
ア
メ
ノ
ヒ
ボ
コ
伝
承
（
剣
に
よ
る
攪
拌
で
島
が
で
き
た
）
と
の
類
似
性
か
ら
、

「
国
生
み
神
話
」
の
元
と
な
っ
た
神
話
が
淡
路
島
よ
り
但
馬
へ
と
伝
わ
っ
た
と
し
て
い
る（
（3
（

。
こ
れ
に
関
連
し
て
古
市
晃
氏
は
、
淡
路
島
の
海

人
と
但
馬
の
ア
メ
ノ
ヒ
ボ
コ
奉
斎
集
団
の
結
び
つ
き
に
、
五
世
紀
に
お
け
る
葛
城
氏
が
関
与
し
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
、
そ
の
頃
以
降
に

大
和
政
権
に
も
「
国
生
み
神
話
」
が
認
知
さ
れ
た
可
能
性
に
言
及
し
た（
（4
（

。

と
き
に
岡
田
精
司
氏
は
、
既
に
「
国
生
み
神
話
」
が
八
十
島
祭
の
縁
起
譚
で
あ
る
と
い
う
説
を
提
唱
し
て
い
る（
（4
（

。
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら

み
て
、
八
十
島
祭
と
難
波
行
幸
と
の
繫
が
り
に
鑑
み
れ
ば
妥
当
で
あ
る
。

以
上
、
行
幸
地
・
難
波
の
意
義
に
は
、
天
武
天
皇
の
事
績
（
副
都
難
波
宮
造
営
）
を
引
き
継
ぐ
こ
と
で
正
当
性
を
高
め
た
い
天
武
系
皇
統

（
草
壁
皇
統
）
の
意
図
と
、
難
波
・
淡
路
島
に
分
布
す
る
海
人
の
奉
仕
に
よ
る
国
土
支
配
へ
の
確
認
行
為
の
二
点
が
存
在
し
た
と
推
測
で
き

る
。前

述
の
よ
う
に
、
桓
武
天
皇
は
即
位
に
あ
た
り
昊
天
祭
祀
（
中
国
の
祭
祀
）
を
あ
ら
た
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
で
は
、

即
位
に
あ
た
り
宗
廟
の
祭
祀
を
お
こ
な
う
慣
習
が
あ
っ
た
が（
（4
（

、
桓
武
天
皇
は
皇
室
の
宗
廟
た
る
伊
勢
神
宮
と
は
、
即
位
前
に
調
整
を
図
っ
た

と
し
て
も
、
微
妙
な
関
係
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
生
ん
だ
イ
ザ
ナ
ギ
を
祖
神
と
し
て
ま
つ
る
こ
と
に
し
た
可
能
性
を
指
摘
し

た
い
。
そ
も
そ
も
難
波
行
幸
の
お
こ
な
わ
れ
た
八
世
紀
に
は
、
左
の
構
造
が
記
紀
神
話
と
し
て
成
立
し
て
い
た
。

ア
マ
テ
ラ
ス
―
オ
シ
ホ
ミ
ミ
―
ニ
ニ
ギ

持
統
―
草
壁
―
文
武

桓
武
朝
に
お
い
て
は
、
光
仁
朝
と
は
違
い
天
智
系
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
強
ま
っ
て
い
た
た
め
、
左
の
よ
う
な
構
造
を
よ
り
強
く
意
識
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
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持
統
の
父
＝
天
智

ア
マ
テ
ラ
ス
の
父
＝
イ
ザ
ナ
ギ

こ
の
構
造
へ
の
意
識
か
ら
天
智
系
の
祖
先
祭
祀
を
お
こ
な
う
こ
と
で
即
位
の
正
当
性
を
求
め
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

本
節
ま
で
の
検
討
を
ま
と
め
る
と
、
難
波
か
ら
淡
路
島
に
分
布
す
る
海
人
の
奉
仕
に
よ
る
国
土
支
配
へ
の
確
認
行
為
と
、
天
武
天
皇
の
事

績
（
副
都
難
波
宮
造
営
）
を
引
き
継
ぐ
こ
と
で
正
当
性
を
高
め
た
い
天
武
系
皇
統
（
草
壁
皇
統
）
の
意
図
の
二
重
の
意
義
を
も
つ
難
波
へ
の
行

幸
が
、

―
す
べ
て
の
天
皇
が
お
こ
な
う
恒
例
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
が

―
文
武
朝
に
成
立
す
る
。
そ
し
て
八
十
島
祭
は
、
祖
神
イ
ザ
ナ

ギ
を
ま
つ
る
こ
と
で
天
智
系
へ
転
換
し
た
の
ち
の
皇
統
の
正
当
性
を
高
め
よ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
光
仁
朝
ま
で
の
難
波
行
幸
の
伝
統
を

引
き
継
ぎ
、
桓
武
朝
以
降
三
代
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の
代
に
、
祖
先
祭
祀
の
性
質
を
も
つ
皇
位
継
承
関
連
儀
礼
と
し
て
創
始
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

で
は
、
八
十
島
祭
で
は
祖
神
イ
ザ
ナ
ギ
を
ど
の
よ
う
に
ま
つ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
八
十
島
祭
で
下
向
す
る
女
官
・
巫
女

の
存
在
か
ら
、
そ
の
点
を
考
察
す
る
。

2　

女
官
と
巫
女
の
役
割
と
「
天
岩
戸
神
話
」

八
十
島
祭
は
、
使
を
派
遣
す
る
形
式
の
祭
祀
だ
が
、
成
立
当
初
か
ら
参
加
し
て
い
た
の
は
『
延
喜
式
』
よ
り
内
侍
（
女
官
）・
御
巫
・
生

島
巫
（
巫
女
）
と
い
っ
た
女
性
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（
（4
（

。
宮
主
に
よ
る
禊
や
陰
陽
師
の
関
与
は
祭
祀
の
変
質
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
女

官
・
巫
女
の
参
加
及
び
行
為
か
ら
、
類
似
す
る
祭
祀
と
し
て
鎮
魂
祭
が
よ
く
あ
げ
ら
れ
る
（【
表
6
】）。

小
平
美
香
氏
は
、
鎮
魂
祭
の
縁
起
譚
で
あ
る
「
天
岩
戸
神
話
」
に
お
け
る
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
役
割
に
関
し
、
①
「
天
岩
戸
神
話
」
で
は
、

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
が
宇
気
槽
を
つ
い
て
踊
り
、
そ
れ
を
見
て
神
々
が
騒
い
だ
こ
と
を
怪
し
ん
だ
ア
マ
テ
ラ
ス
が
天
岩
戸
を
開
い
て
い
る
点
。
②
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鎮
魂
祭
で
は
、
御
巫
が
宇
気
槽
を
つ
き
、
女
官
蔵
人
が
御
衣
筥
を
振
動
さ
せ
る
行
為
が
あ
る
点
。
こ
の
二
点
よ
り
、
神
祇
祭
祀
に
お
け
る
女

性
の
役
割
に
、
神
を
起
こ
す
な
ど
の
祭
祀
の
場
に
神
を
招
魂
（
タ
マ
フ
リ
）
す
る
も
の
が
あ
っ
た
、
と
言
及
し
て
い
る（
（4
（

。

た
だ
し
、
唯
一
八
十
島
祭
の
儀
式
次
第
を
記
す
『
江
家
次
第
』
に
は
、
内
侍
が
御
衣
筥
を
振
動
さ
せ
る
こ
と
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
『
西
宮
記
』
に
は
、「
舞
神
子
四
人
解
祭
、
其
体
似
神
宴
」
と
あ
る
よ
う
に
、
神
子
（
巫
女
）
の
舞
う
姿
が
「
神
宴
」
に
似
て
い
た

と
あ
る
（【
史
料
5
】
参
照
）。
さ
ら
に
、『
貞
信
公
記
』
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
正
月
二
十
五
日
条
の
「
前
例
有
神
楽
事
」
か
ら
、
神
楽
を
お

こ
な
っ
て
い
た
前
例
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。『
西
宮
記
』
の
「
神
宴
」
と
は
、「
天
岩
戸
神
話
」
に
お
け
る
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
舞
を

起
源
と
す
る
神
楽
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
前
述
の
鎮
魂
祭
で
の
御
巫
の
役
割
を
織
り
込
む
と
、
八
十
島
祭
成
立
当
初
に
は
御
巫
が
宇
気
槽
を
つ
く
な
ど
の
儀
式
を
お
こ
な
っ

て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
役
割
を
御
巫
が
引
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う（
（4
（

。
こ
の

行
為
に
は
、
普
段
は
そ
の
場
に
鎮
座
し
て
い
な
い
神
を
難
波
の
祭
場
に
つ
く
っ
た
祭
壇
に
招
魂
す
る
役
割
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
も
八
十
島
祭

は
難
波
の
地
に
ま
つ
ら
れ
て
い
な
い
淡
路
島
の
神
を
対
象
に
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
通
常
は
宮
城
内
の
祭
祀
に
奉

仕
す
る
御
巫
が
、
わ
ざ
わ
ざ
難
波
ま
で
出
向
い
た
の
で
あ
る
（【
表
6
】
参
照
）。

女
官
の
役
割
に
つ
い
て
武
内
美
佳
氏
は
、
通
常
の
奉
幣
使
は
男
官
が
つ
と
め
る
の
に
対
し
、
伊
勢
神
宮
と
祖
先
山
陵
へ
の
幣
帛
は
内
侍
が

包
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
天
皇
個
人
と
か
か
わ
り
の
深
い
祭
祀
へ
関
与
し
て
い
た
と
推
察
す
る（
（4
（

。
す
な
わ
ち
、
本
来
「
天
皇
が
執
り
行
っ
た

祭
祀
を
補
佐
し
代
行
す
る
こ
と
」
が
そ
の
役
割
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

古
瀬
奈
津
子
氏
は
、「
行
事
蔵
人
だ
け
に
よ
っ
て
行
事
さ
れ
る
儀
式
・
行
事
は
、
天
皇
に
と
っ
て
個
人
的
な
意
味
を
有
す
る
も
の
で
、
宮

城
内
で
は
清
涼
殿
及
び
後
宮
に
お
け
る
儀
だ
け
に
み
え
る
」
と
指
摘
す
る（
（4
（

。
八
十
島
祭
も
行
事
蔵
人
の
み
が
行
事
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に

含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
女
官
の
関
与
と
行
事
蔵
人
の
行
事
は
、
と
も
に
八
十
島
祭
が
天
皇
の
個
人
的
な
祭
祀
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
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【
表
6】
祭
祀
に
参
加
す
る
女
官
一
覧

祭
祀

女
官

奉
仕
内
容

備
考

巫
女

奉
仕
内
容

備
考

八
十
島
祭
典
侍

祭
使
と
し
て
難
波
へ
下
向
。
御
衣
筥
の
蓋
を
開

き
振
る

乳
母
が
多
い
（『
江
家
次
第
』）

御
巫
不
明

生
島
巫
（『
延
喜
式
』）

大
嘗
祭

御
巫

祈
年
祭

御
巫
神
祇
官
と
と
も
に
中
門
よ
り
入
り
西
庁
の
下
の
座
に
就
く

月
次
祭

御
巫
月
次
祭
（
神
今
食
）
に
つ
づ
く
大
殿
祭
で
、
米
酒
・
切
木
綿
を
撒
く

神
嘗
祭

神
衣
祭

新
嘗
祭

御
巫

神
衣
祭

賀
茂
祭

内
侍

使
と
し
て
賀
茂
社
へ
向
か
う

大
忌
祭

風
神
祭

鎮
花
祭

三
枝
祭

相
嘗
祭

鎮
魂
祭

内
侍

内
侍
が
内
裏
よ
り
御
衣
匣
を
祭
場
へ
持
参
す
る

（
女
蔵
人
が
）
御
衣
匣
を
開
き
振
動
さ
せ
る

女
蔵
人
（『
北
山
抄
』）

御
巫
神
饌
を
供
す
る

宇
気
槽
を
覆
せ
て
そ
の
上
に
立
ち
、
桙
で
槽
を
つ
い
て
舞
う

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
故
実
を
模
す

鎮
火
祭

道
饗
祭

園
韓
神
祭
内
侍

女
蔵
人

炊
女

神
物
を
奉
る
際
に
内
侍
と
女
蔵
人
が
参
進
す
る

炊
女
は
神
祇
官
と
共
に
供
物
の
準
備
を
す
る

内
侍
の
到
着
を
待
ち
祭
を
開
始
御
巫
微
声
で
祝
詞
を
読
む

神
祇
官
と
と
に
に
歌
舞
を
奏
す

杜
本
祭

大
神
祭

当
麻
祭

枚
岡
祭

率
川
祭

当
宗
祭

山
科
祭

松
尾
祭

内
侍

松
尾
社
東
門
の
北
腋
座
に
つ
く

平
野
祭

炊
女

内
侍

炊
女
が
山
人
を
迎
え
、
舞
い
、
酒
肴
を
賜
う

神
膳
の
た
め
の
薦
を
敷
き
、
神
膳
を
供
す
る

春
日
祭

内
侍

斎
女

使
と
し
て
春
日
社
へ
行
き
、
供
神
物
の
検
校
。

神
膳
の
蓋
を
と
り
、
酒
を
つ
ぐ
。
走
馬
の
臨
監
。

神
態
の
服
に
着
替
え
て
座
に
就
く

藤
原
氏
の
内
侍
か
ら
選
ぶ

大
原
野
祭
内
侍

使
と
し
て
大
原
野
社
へ
行
き
、
神
膳
の
蓋
を
と

り
、
酒
を
つ
ぐ

斎
女

（
貞
観
8
年
12月
25日
官
符
）

梅
宮
祭

内
侍

使
と
し
て
梅
宮
社
へ
行
き
、
神
膳
を
供
す
る

吉
田
祭

内
侍

使
と
し
て
吉
田
社
へ
行
き
、
神
膳
を
供
す
る
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あ
る
。
さ
ら
に
、
女
官
が
伊
勢
神
宮
と
祖
先
山
陵
へ
奉
仕
す
る
事
実
は
、
八
十
島
祭
が
祖
先
祭
祀
の
性
質
を
も
つ
、
と
い
う
推
測
に
も
一
致

す
る
。
加
え
て
女
官
が
振
動
さ
せ
る
御
衣
は
、
天
皇
の
形
代
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
来
は
、
個
人
的
な
内
々
の
祭
祀
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。

さ
ら
に
、
聖
武
天
皇
は
難
波
へ
複
数
回
行
幸
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
い
く
回
か
の
行
幸
は
病
を
治
す
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
点
に
着
目
し

た
い
。
鎮
魂
祭
は
、
冬
至
の
時
期
に
天
皇
の
力
が
衰
え
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
を
払
拭
す
る
た
め
に
お
こ
な
う
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
女
官
は
、

宮
中
に
お
け
る
祭
祀
で
と
く
に
「
天
皇
の
一
身
の
安
護
に
関
わ
る
儀
礼
」
に
お
い
て
天
皇
の
取
次
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た（
（4
（

。

以
上
か
ら
、
難
波
に
お
け
る
祭
祀
に
は
天
皇
の
（
生
命
）
力
を
強
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
、
似

た
効
能
を
も
つ
鎮
魂
祭
の
形
式
が
参
考
に
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
『
江
家
次
第
』
に
は
、「
以
典
侍
一
人
為
使
多
用
御

乳
母

」
と
あ
り
、
下
向
す
る
典
侍
は
即
位
し
た
天
皇
の
乳
母
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
と
あ
る
。
初
期
の
九
世
紀
は
不
明
だ
が
、
十
世
紀
以
降
は
確
か
に
名
前
の
判
明
す
る
八
十
島
祭
使
は
す
べ
て
乳
母
で
あ
る
典
侍
が
派

遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（【
表
7
】）。

こ
れ
は
何
故
な
の
か
。
こ
れ
に
関
し
て
羽
床
正
明
氏
は
、「
乳
母
が
行
っ
た
の
は
幼
少
の
天
皇
が
多
か
っ
た
か
ら
で
、
八
十
島
祭
は
幼
少

の
天
皇
が
多
い
摂
関
時
代
の
祭
祀
」
と
、
幼
少
の
天
皇
や
東
宮
の
成
長
を
祈
る
と
い
う
祭
祀
の
成
立
要
因
を
述
べ
る（
（4
（

。
し
か
し
成
立
要
因
に

関
連
さ
せ
る
こ
の
論
は
、
初
期
の
人
員
が
不
明
で
あ
る
こ
と
や
、
東
宮
の
乳
母
で
は
な
く
天
皇
の
乳
母
が
下
向
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
首
肯
で

き
な
い
。

野
々
村
ゆ
か
り
氏
は
、
冷
泉
天
皇
の
「
八
十
島
祭
使
と
な
っ
た
藤
原
都
子
は
、
諸
国
国
司
を
歴
任
し
た
子
高
の
娘
で
、
父
の
経
済
力
が
期

待
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
皇
位
継
承
と
い
う
機
密
性
が
重
視
さ
れ
る
も
の
に
対
し
、
天
皇
と
擬
制
的
母
子
関
係
に
あ

る
乳
母
が
派
遣
さ
れ
た
と
す
る（
（5
（

。
後
者
に
関
し
て
は
、
乳
母
で
な
く
と
も
女
官
と
い
う
立
場
か
ら
既
に
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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前
者
に
関
し
て
は
、
後
一
条
天
皇
の
八
十
島
祭
使
・
藤
原
美
子

の
夫
藤
原
惟
憲
が
道
長
の
家
司
受
領
で
あ
り
、
摂
関
家
に
経
済
的

奉
仕
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
で
有
名
な
こ
と
や
、
崇
徳
天
皇
の

八
十
島
祭
使
・
藤
原
宗
子
の
夫
藤
原
家
保
も
各
国
の
受
領
を
歴
任

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
祭
祀
に
対
す
る
経
済
的
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
の
た
め
の
人
選
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
乳
母
の
下

向
が
創
始
当
初
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
朱
雀
天

皇
の
八
十
島
祭
時
に
摂
津
国
司
の
懈
怠
が
あ
り
、
代
わ
り
に
住
吉

社
司
が
祭
の
負
担
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
そ

の
補
填
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
要
素
と
の
推
察
も
可
能
で
あ
る
。

以
上
、
本
章
で
は
淡
路
島
の
島
神
で
あ
る
祖
神
イ
ザ
ナ
ギ
を
、

即
位
に
際
し
て
伝
統
的
な
行
幸
先
で
あ
る
難
波
に
お
い
て
ま
つ
る

た
め
に
、
巫
女
が
祭
場
の
祭
壇
を
神
座
と
し
て
招
魂
し
た
、
と
結

論
付
け
た
。
そ
し
て
女
官
の
奉
仕
は
、
八
十
島
祭
が
天
皇
の
個
人

的
な
祭
祀
で
あ
り
、
な
お
か
つ
祖
先
祭
祀
の
性
格
を
も
つ
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
加
え
て
、
祭
祀
の
中
の
女
官
と
巫
女
の
行
為
は
、

鎮
魂
祭
の
形
式
を
参
考
に
し
て
お
り
、
天
皇
の
（
生
命
）
力
を
強

め
る
効
能
を
期
待
さ
れ
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

【表 7】女官八十島祭使一覧
年月日 天皇 祭使 典侍 乳母 父 夫 備考

嘉祥 3年（850） 文徳 藤原泉子 ○ － － －
仁和元年（885） 光孝 － － － － －
昌泰元年（898） 醍醐 － － － － －
承平 3年（933） 朱雀 滋野朝臣（幸子） ○ ○ （滋野貞主）（源公忠） ＊ 1

天暦元年（947） 村上 滋野幸子
→橘平子

○
×

○
－
（滋野貞主）
－

（源公忠）
－ 掌侍

安和 2年（969） 冷泉 藤原都子 ○ ○ 藤原子高 （藤原忠幹） ＊ 2
長和 2年（1013） 三条 － － － － －
寛仁元年（1017） 後一条 藤原美子 ○ ○ 藤原親明 藤原惟憲 「近江内侍」
長暦元年（1037） 後朱雀 － － － － － 三位
延久元年（1069） 後三条 － － － － －
寛治 2年（1088） 堀河 藤原兼子 ○ ○ 藤原顕綱 藤原敦家 「伊予三位」等
天仁 2年（1109） 鳥羽 － － － － －
天治元年（1124） 崇徳 藤原宗子 ○ ○ 藤原隆宗 藤原家保
康治 2年（1143） 近衛 藤原家子 ○ ○ 藤原家政 藤原清隆 関白師通の孫
保元 2年（1157） 後白河 藤原朝子 ○ ○ 藤原兼永 藤原通憲 「紀伊の御」等
永暦元年（1160） 二条 平清盛女 ○ － 平清盛 －
仁安 2年（1167） 六条 藤原成子 ○ ○ 藤原邦綱 藤原成頼 「大夫典侍」
嘉応元年（1169） 高倉 藤原経子 ○ ○ 藤原家成 平重盛
建久 2年（1191） 後鳥羽 一条保子 ○ ○ 一条能保 花山院忠経 ＊ 3

元久 2年（1205） 土御門 ①藤原隆房女
②高階泰経女

○
－

○
－

①藤原隆房
②高階泰経

①－
②藤原隆房

①『百錬抄』
②『御室相承記』

承久 2年（1220） 順徳 藤原満子 ○ ○ 葉室光親 －
元仁元年（1224） 後堀河 － － － － －
注：－は不明。×は相違を意味する。
＊ 1：�新田幸子「朱雀・村上二代の乳母―典侍滋野幸子」（『栄花物語の乳母の系譜』風間書房、2003年）

による。
＊ 2：野々村ゆかり「摂関期における乳母の系譜と歴史的役割」（『立命館文學』624、2012年）による。
＊ 3：『玉葉』に「未婚之人」とある。こののちに忠経と婚姻関係を結んだ。
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お
わ
り
に

十
世
紀
以
降
の
変
質
し
た
八
十
島
祭
は
、
確
か
に
陰
陽
道
の
影
響
や
禊
祓
の
要
素
を
も
つ
祭
祀
だ
っ
た（
（5
（

。
し
か
し
そ
の
要
素
は
十
世
紀
以

前
に
遡
っ
て
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

難
波
行
幸
は
、
難
波
・
淡
路
島
に
分
布
す
る
海
人
の
奉
仕
に
よ
る
国
土
支
配
へ
の
確
認
行
為
と
い
う
性
格
を
も
つ
。
そ
し
て
、
天
武
天
皇

の
事
績
で
あ
る
副
都
難
波
宮
の
造
営
を
引
き
継
ぐ
こ
と
で
正
当
性
の
補
完
を
目
指
す
天
武
系
皇
統
（
草
壁
皇
統
）
の
意
図
を
も
っ
て
は
じ
め

ら
れ
た
。
八
十
島
祭
は
、
そ
の
難
波
行
幸
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
、
桓
武
朝
以
降
三
代
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の
代
に
、
光
仁
天
皇
の
難
波
行

幸
を
理
想
の
形
と
し
て
創
始
さ
れ
た
、
と
結
論
付
け
た
。

こ
の
祭
祀
の
背
景
に
あ
る
神
話
は
、「
国
生
み
神
話
」
及
び
「
天
岩
戸
神
話
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
に
関
し
て
は
、
桓
武
天
皇

か
ら
は
じ
ま
る
天
智
系
皇
統
の
正
当
性
を
補
完
す
る
た
め
に
、
伊
勢
の
皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
と
は
別
に
祖
神
イ
ザ
ナ
ギ
を
ま
つ
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
祭
祀
の
対
象
と
な
る
イ
ザ
ナ
ギ
は
も
と
も
と
淡
路
島
の
島
神
で
あ
り
、
淡
路
島
は
「
国
生
み
神
話
」
で
生
み
出
さ
れ
る
島
々

の
中
で
も
「
原
初
の
島
」
だ
っ
た（
（5
（

。
つ
ま
り
代
表
・
象
徴
的
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
島
神
は
島
々
の
神
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
大
八
洲

の
筆
頭
格
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
国
土
の
象
徴
と
ま
で
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

後
者
に
関
し
て
は
、
①
招
魂
の
儀
を
と
り
お
こ
な
う
巫
女
が
淡
路
島
の
イ
ザ
ナ
ギ
を
難
波
に
お
い
て
ま
つ
り
、
②
天
皇
の
代
行
と
し
て
女

官
が
派
遣
さ
れ
た
。
①
②
の
形
式
は
、「
天
岩
戸
神
話
」
を
縁
起
譚
に
も
つ
鎮
魂
祭
と
共
通
し
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
は
八
十
島
祭
の
創
始
を
桓
武
朝
に
限
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
平
城
朝
で
は
、
既
存
の
祭
祀
・
儀
式
を
整
備
す
る
政
策
が
と

ら
れ
て
お
り
、
在
位
期
間
も
約
三
年
と
短
い
。
あ
ら
た
な
祭
祀
を
創
始
す
る
に
は
政
策
的
・
時
間
的
条
件
が
揃
っ
て
い
な
か
っ
た
。
嵯
峨
朝

に
お
い
て
、
桓
武
朝
で
整
備
さ
れ
た
神
祇
体
制
を
う
け
て
構
想
を
練
ら
れ
た
八
十
島
祭
が
、
完
成
形
と
し
て
催
行
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。
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嵯
峨
朝
に
お
け
る
桓
武
朝
か
ら
の
思
想
の
継
承
に
つ
い
て
、
佐
野
真
人
氏
は
「「
天
地
四
方
は
天
子
の
み
が
祭
る
」
と
す
る
『
礼
記
』
の

思
想
は
、
桓
武
天
皇
朝
に
お
い
て
も
内
在
」
し
て
お
り
、
桓
武
天
皇
は
父
光
仁
天
皇
を
併
せ
て
ま
つ
る
昊
天
祭
祀
を
実
施
し
た
。
し
か
し
定

着
は
せ
ず
、「
嵯
峨
天
皇
は
父
・
桓
武
天
皇
の
先
例
に
な
ら
い
、
国
家
を
安
泰
な
ら
し
め
る
た
め
に
」、「
天
地
四
方
」
を
拝
す
る
要
素
を
組

み
込
ん
だ
元
旦
四
方
拝
を
創
始
し
た
、
と
し
て
い
る（
（5
（

。
八
十
島
祭
も
同
様
に
、
桓
武
天
皇
の
先
例
に
な
ら
っ
て
光
仁
天
皇
の
難
波
行
幸
を
理

想
視
し
、
父
系
の
正
当
性
を
保
証
す
る
手
段
と
し
て
催
行
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

『
延
喜
式
』
に
規
定
さ
れ
る
皇
位
継
承
関
連
儀
の
う
ち
皇
祖
神
を
ま
つ
る
伊
勢
以
外
の
、
あ
る
一
国
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
か
か
わ
る
も
の

は
、
出
雲
国
の
奏
上
儀
礼
と
摂
津
国
の
八
十
島
祭
と
の
二
つ
の
み
で
あ
る
。
奏
上
儀
礼
は
、
元
正
朝
か
ら
文
徳
前
代
の
仁
明
朝
ま
で
お
こ
な

わ
れ
て
い
た
と
史
料
で
確
認
で
き
る
。
し
か
し
文
徳
朝
以
降
、
史
料
か
ら
姿
を
消
し
て
い
く
。
文
徳
朝
は
、
公
祭
の
盛
大
化
が
進
め
ら
れ
た

時
期
で
も
あ
る
。
奏
上
儀
礼
の
終
焉
は
、
八
十
島
祭
が
こ
の
時
期
か
ら
定
着
し
て
い
く
こ
と
と
は
対
比
的
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

奏
上
儀
礼
と
難
波
行
幸
は
、
天
武
系
皇
統
（
草
壁
皇
統
）
の
即
位
を
正
当
化
す
る
目
的
の
た
め
、
京
・
宮
城
外
部
か
ら
保
証
を
う
け
る
と

い
う
点
で
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
と
も
に
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
一
方
で
奏
上
儀
礼
が
平
安
時
代
に
早
々
と
終
焉
を
迎
え
る
の
に
対
し
、
他
方
で
難

波
行
幸
は
八
十
島
祭
と
し
て
鎌
倉
時
代
ま
で
継
承
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
奏
上
儀
礼
が
神
祇
官
や
出
雲
国
内
の
国
造
な
ど
弱
ま
っ
て
い

く
存
在
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
と
は
違
い
、
八
十
島
祭
は
早
い
段
階
か
ら
陰
陽
道
の
影
響
を
受
け
入
れ
、
国
司
の
奉
仕
や
受
領
を
身
内
に
も

つ
祭
使
の
存
在
な
ど
、
形
式
的
に
も
財
政
的
に
も
時
代
の
流
れ
に
合
致
し
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
理
由
に
あ
げ
ら
れ
る
。
八
十
島
祭
は
時
代

の
要
請
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
祭
祀
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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註（
1
）
四
条
隆
親
の
祖
父
・
藤
原
隆
房
及
び
隆
房
の
祖
父
・
藤
原
家
成
は
、
女
官
八
十
島
祭
使
の
父
親
で
あ
る
（【
表
7
】
参
照
）。

（
2
）
こ
の
後
、
後
村
上
天
皇
（
在
位
：
一
三
三
九
～
六
八
）
の
時
代
に
八
十
島
祭
を
詠
っ
た
歌
が
あ
る
が
、
八
十
島
祭
が
お
こ
な
わ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
。

　
　

 

『
新
葉
和
歌
集
』
巻
二
〇　

賀　

一
四
二
三
・
一
四
二
四

　
　
　
　

�

住
吉
の
行
宮
に
お
ま
し
〳
〵
け
る
比
、
人
々
い
ろ
〳
〵
の
心
ば
へ
を
つ
く
し
て
風
流
の
破
子
ど
も
奉
り
け
る
中
に
、
神
主
国
量
、
八
十

島
の
祭
の
か
た
を
つ
く
り
て
た
て
ま
つ
り
け
る
を
御
覧
じ
て

　
　
　
　

み
そ
ぎ
す
る　

八
十
島
か
け
て　

今
し
は
や　

浪
を
さ
ま
れ
る　

時
に
は
見
え
け
り
（
後
村
上
院
御
製
）

　
　
　
　

此
御
製
を
う
け
た
ま
は
り
て

　
　
　
　

君
が
代
の　

あ
り
数
な
れ
や　

み
そ
ぎ
す
る　

八
十
島
ひ
ろ
き　

浜
の
真
砂
は
（
従
三
位
国
量
）

（
3
）
角
正
方
『
八
十
島
祭
考
証
』（
大
阪
府
社
豊
国
神
社
社
務
所
、
一
九
二
八
年
）、
田
中
卓
「
八
十
嶋
祭
の
研
究
」（『
田
中
卓
著
作
集
一
一
―

Ⅰ　

神
社
と
祭
祀
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
年
、
初
出
一
九
五
六
年
）・「
再
び
八
十
嶋
祭
に
つ
い
て
」（
同
、
初
出
一
九
七
七
年
）・「
大
嘗

祭
と
八
十
嶋
祭
」（
同
）。

（
4
）
宮
地
直
一
「
八
十
島
神
祭
の
考
」（『
國
學
院
雜
誌
』
二
一
（
一
〇
）、
一
九
一
五
年
）、
梅
田
義
彦
「
八
十
島
祭
の
研
究
」（『
伊
勢
神
宮
の

史
的
研
究
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
三
年
、
初
出
一
九
三
三
年
）。

（
5
）
岡
田
精
司
「
即
位
儀
礼
と
し
て
の
八
十
嶋
祭
」（『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
塙
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
初
出
一
九
五
八
年
）・「
奈
良
時

代
の
難
波
行
幸
と
八
十
島
祭
」（『
古
代
祭
祀
の
史
的
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
、
初
出
一
九
七
九
年
）・「
八
十
島
祭
の
機
能
と
本
質
」

（
同
）。
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（
6
）
瀧
川
政
次
郎
「
八
十
嶋
祭
と
陰
陽
道
」（『
律
令
と
大
嘗
祭
―
御
代
始
め
諸
儀
式
―
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
、
初
出
一
九
六
六
年
）・

「
八
十
嶋
の
祭
と
御
霊
神
社
」（
同
、
初
出
一
九
八
三
年
）、
小
坂
真
二
「
禊
祓
儀
礼
と
陰
陽
道
―
儀
式
次
第
成
立
過
程
を
中
心
と
し
て
―
」

（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
研
究
科
紀
要
』
別
冊
三
、
一
九
七
七
年
）。

（
7
）
三
品
彰
英
『
三
品
彰
英
論
文
集
五　

古
代
祭
政
と
穀
霊
信
仰
』（
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
）、
小
林
敏
男
「
八
十
嶋
祭
と
王
位
継
承
儀
礼
」

（『
古
代
天
皇
制
の
基
礎
的
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
四
年
）、
中
村
英
重
『
古
代
祭
祀
論
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）。

（
8
）
羽
床
正
明
氏
は
、
藤
原
明
子
・
良
房
が
、
文
徳
天
皇
の
病
弱
を
惟
仁
親
王
が
受
け
継
い
で
い
な
い
か
心
配
し
、
成
長
す
る
八
十
島
の
霊
を

付
着
さ
せ
て
健
や
か
な
成
長
と
寿
命
長
久
の
祈
っ
て
は
じ
め
た
祭
祀
と
し
た
（
羽
床
正
明
「
摂
津
国
難
波
津
の
祭
祀
・
八
十
島
祭
の
草
創
に

つ
い
て
―
古
墳
時
代
成
立
説
へ
の
批
判
」〈『
歴
史
と
神
戸
』
五
三
（
三
）、
二
〇
一
四
年
〉）。

（
9
）
陰
陽
道
の
星
祭
の
一
つ
で
あ
る
三
元
祭
は
、
支
配
者
に
よ
る
九
星
の
祭
祀
で
あ
る
。
九
星
が
河
洛
の
星
で
あ
る
と
い
う
説
か
ら
三
元
河
臨

禊
と
も
い
わ
れ
る
（
岡
安
君
枝
「
平
安
時
代
に
於
け
る
陰
陽
道
の
星
祭
に
つ
い
て
」〈『
法
政
史
学
』
一
一
、
一
九
五
八
年
〉）。

　
　
　

な
お
、
七
瀬
の
祓
の
初
見
記
事
以
前
に
難
波
に
お
け
る
祓
を
詠
っ
た
和
歌
に
伊
勢
（
八
七
七
～
九
三
八
頃
）
の
作
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

十
世
紀
よ
り
遡
る
こ
と
は
な
い
。

　
　

 

『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
六　

別　

三
四
四

　
　
　
　

な
に
は
に
は
ら
へ
し
侍
り
て
、
ま
か
り
か
へ
り
け
る
あ
か
月
に
、
も
り
の
侍
り
け
る
に
、
郭
公
の
な
き
侍
り
け
る
を
き
き
て

　
　
　
　

郭
公　

ね
ぐ
ら
な
が
ら
の　

こ
ゑ
き
け
ば　

草
の
枕
ぞ　

つ
ゆ
け
か
り
け
る
（
伊
勢
）

（
10
）『
河
海
抄
』
巻
九

　
　
　
　

�

応
和
三
年
七
月
廿
一
日
、
御
記
曰
、
蔵
人
式
部
丞
藤
原
雅
材
、
供
御
祓
物
、
以
明
日
令
天
文
博
士
保
憲
、
赴
難
波
湖
及
七
瀬
、
三
元
河

臨
禊
、
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（
11
）『
西
宮
記
』
巻
七

　
　
　
　

御
即
位
後
、
被
遣
八
十
島
祭
使
事
、
上
卿
令
勘
日
時
、
船
宣
旨
、
供
給
宣
旨
、
内
侍
、
官
司
、
内
蔵
、
陰

陽
寮
、
中
宮
属
以
下
々
向
、
典
侍
、
蔵
人
、
宮
主
、
向
難
波
遣
御
衣

（
12
）
上
井
久
義
「
八
十
嶋
祭
の
成
立
」（『
日
本
古
代
の
親
族
と
祭
祀
』
人
文
書
院
、
一
九
八
八
年
）。

（
13
）『
日
本
紀
略
』
大
同
四
年
六
月
十
日

　
　
　
　

令
摂
津
国
、
造
頓
宮
。
依
伊
勢
斎
内
親
王
帰
京
也
。

（
14
）『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
五
年
正
月
十
五
日

　
　
　
　

�（
前
略
）
太
政
官
下
符
山
城
摂
津
等
国
称
。
前
伊
勢
斎
内
親
王
来
二
月
廿
二
日
首
途
、
自
大
和
道
、
経
山
城
河
陽
宮
、
至
摂
津
難
波
海

解
除
、
自
彼
可
入
部
。
凡
其
供
具
依
例
准
擬
。

（
15
）
こ
れ
は
、
村
上
天
皇
の
天
暦
二
年
の
八
十
島
祭
で
「
八
十
島
祭
装
束
不
具
事
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
け
て
の
勘
進
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
本

来
摂
津
国
司
が
準
備
す
る
も
の
に
、
祭
装
束
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
平
記
』
行
親　

長
暦
元
年
（
一
〇
三
七
）
九
月
二
十
日

条
「（
前
略
）
今
日
八
十
島
祭
使
者
、
典
侍
三
位
蔵
人
左
衛
門
尉
章
経
皇
后
宮
中
宮
東
宮
属
各
一
人
、
宮
主
御
巫
等
、
各
相
加
令
持
御
衣
、
山
城
摂
津

依
例
供
給
諸
宮
祭
物
、（
後
略
）」
か
ら
、
祭
日
、
祭
壇
に
置
く
祭
物
も
供
給
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
『
江
家
次
第
』
に
よ
る
と
、

摂
津
国
司
は
そ
の
祭
壇
の
敷
設
も
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
十
二
世
紀
に
は
宮
主
が
敷
設
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
16
）
前
掲
註
（
4
）
梅
田
論
文
。

　
　
　

後
白
河
天
皇
の
時
代
の
八
十
島
祭
を
詠
っ
た
歌
に
は
、
一
例
と
し
て
次
に
あ
げ
る
よ
う
に
、
祭
の
た
め
に
住
吉
社
に
詣
で
た
こ
と
が
詞
書

に
明
記
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。

　
　

 

『
新
勅
撰
和
歌
集
』
巻
七　

賀　

四
五
九

　
　
　
　

後
白
河
院
の
御
時
八
十
島
の
祭
に
住
吉
に
ま
か
り
て
読
み
侍
り
け
る
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神
垣
や　

い
そ
べ
の
松
に　

こ
と
問
は
む　

け
ふ
を
ば
世
々
の　

た
め
し
と
や
み
る
（
権
中
納
言
長
方
）

（
17
）
陰
陽
道
は
、
七
世
紀
後
半
の
天
武
朝
に
成
立
し
た
「
陰
陽
寮
」
を
基
礎
に
、
中
国
渡
来
の
陰
陽
五
行
説
や
暦
法
・
天
文
占
星
術
・
占
術
な

ど
と
日
本
在
来
の
神
祇
信
仰
な
ど
を
混
合
し
て
十
世
紀
に
日
本
で
成
立
し
た
。
平
安
時
代
に
は
、
こ
の
「
陰
陽
寮
」
の
職
掌
の
ほ
か
に
、
祓

や
祭
祀
な
ど
も
職
能
と
す
る
職
業
と
し
て
の
「
陰
陽
師
」
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
斎
藤
英
喜
『
佛
教
大
学
鷹
陵
文
化
叢
書
一
七　

陰

陽
道
の
神
々
』〈
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
〉）。

（
18
）
若
井
敏
明
「
八
十
島
祭
の
再
検
討
」（『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』
四
（
二
）、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
19
）
天
暦
元
年
の
事
例
で
は
、
当
初
は
典
侍
滋
野
幸
子
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
内
裏
の
穢
れ
に
よ
り
掌
侍
橘
平
子
に
変
更
さ

れ
た
。

（
20
）
前
掲
註
（
3
）
田
中
論
文
（
一
九
五
六
年
）。

（
21
）
前
掲
註
（
5
）
岡
田
論
文
（
一
九
七
九
年
）。

（
22
）
栄
原
永
遠
男
「
行
幸
か
ら
み
た
後
期
難
波
宮
の
性
格
」（
栄
原
永
遠
男
ほ
か
編
『
大
阪
叢
書
二　

難
波
宮
か
ら
大
坂
へ
』
和
泉
書
院
、
二
〇

〇
六
年
）。

（
23
）
榎
村
寛
之
「
古
代
都
市
難
波
の
祭
祀
」（
栄
原
永
遠
男
ほ
か
編
『
大
阪
叢
書
二　

難
波
宮
か
ら
大
坂
へ
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
24
）
久
禮
旦
雄
「
桓
武
朝
の
祭
祀
と
歴
史
―
『
続
日
本
紀
』
祭
祀
関
係
記
事
の
解
釈
の
試
み
―
」（『
続
日
本
紀
と
古
代
社
会
』
塙
書
房
、
二

〇
一
四
年
）。

（
25
）
久
禮
旦
雄
「
桓
武
天
皇
朝
の
神
祇
政
策
―
『
類
聚
三
代
格
』
所
収
神
祇
関
係
官
符
の
検
討
を
通
じ
て
―
」（『
神
道
史
研
究
』
六
四

（
一
）、
二
〇
一
六
年
）。

（
26
）
榎
村
寛
之
「
井
上
廃
后
事
件
と
光
仁
朝
―
井
上
廃
后
以
前
・
以
後
の
王
権
と
祭
祀
」（『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
―
民
族
と
宗
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教
―
』
五
〇
、
二
〇
一
七
年
）。

（
27
）
父
志
貴
皇
子
は
、
井
上
内
親
王
の
立
后
と
同
日
に
春
日
宮
御
于
天
皇
を
追
号
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
光
仁
天
皇
の
即
位
に
は

井
上
内
親
王
の
夫
だ
と
い
う
要
素
が
強
く
働
い
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

（
28
）『
続
日
本
紀
』
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
十
一
月
十
三
日

　
　
　
　

以
酒
人
内
親
王
為
伊
勢
斎
。
権
居
春
日
斎
宮
。

（
29
）『
類
聚
国
史
』
延
暦
二
十
二
年
（
八
〇
三
）
正
月
十
日

　
　
　
　

�（
前
略
）
初
庶
人
居
東
宮
、
暴
虐
尤
甚
。
与
帝
不
穆
、
遇
之
無
礼
。
老
竭
心
奉
帝
、
陰
有
輔
翼
之
志
。
庶
人
及
廃
后
、
聞
老
為
帝
所
昵
、

甚
怒
喚
之
、
切
責
者
数
矣
。
及
后
有
巫
蠱
之
事
。
老
按
験
其
獄
、
多
発
奸
伏
。
以
此
、
母
子
共
廃
。
社
禝
以
寧
。
帝
追
思
其
情
。
故
有

此
授
。

（
30
）
前
掲
註
（
26
）
榎
村
論
文
。

（
31
）
梶
川
信
行
『
山
部
赤
人
万
葉
史
の
論
』（
翰
林
書
房
、
一
九
九
七
年
）。

（
32
）『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
十
二
年
十
二
月
十
七
日

　
　
　
　
（
前
略
）
又
詔
曰
、
凡
都
城
・
宮
室
非
一
処
、
必
造
両
参
。
故
先
欲
都
難
波
。
是
以
百
寮
者
各
往
之
請
家
地
。

（
33
）
積
山
洋
一
「
飛
鳥
時
代
の
難
波
京
を
め
ぐ
っ
て
」（
栄
原
永
遠
男
ほ
か
編
『
大
阪
叢
書
二　

難
波
宮
か
ら
大
坂
へ
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
六

年
）。

（
34
）『
日
本
書
紀
』
朱
鳥
元
年
正
月
十
四
日

　
　
　
　

酉
時
、
難
波
大
蔵
省
失
火
。
宮
室
悉
焚
。
或
曰
、
阿
斗
連
薬
家
失
火
之
。
引
、
及
宮
室
。
唯
兵
庫
職
不
焚
焉
。

（
35
）
前
掲
註
（
33
）
積
山
論
文
。
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（
36
）『
万
葉
集
』
に
は
、「
…
ら
し
…
見
れ
ば
」
と
い
う
類
型
的
な
表
現
方
法
が
あ
る
。
上
句
に
続
け
て
「
ら
し
」
を
用
い
、
下
句
で
そ
の
根
拠

を
述
べ
る
形
式
で
あ
る
（
森
斌
「
赤
人
難
波
行
幸
従
駕
歌
の
特
質
」〈『
広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
』
一
一
、
二
〇
〇
一
年
〉）。

（
37
）
古
市
晃
「
国
家
形
成
期
に
お
け
る
淡
路
の
位
置
」（『
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要
』
二
、
二
〇
一
七
年
）。

（
38
）
河
田
昌
之
「
住
吉
如
慶
筆
「
伊
勢
物
語
絵
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
―
近
世
伊
勢
物
語
絵
に
見
る
住
吉
如
慶
の
創
意
─
」（
山
本
登
朗

編
『
伊
勢
物
語　

享
受
の
展
開
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
39
）
坂
江
渉
「「
国
生
み
」
神
話
と
淡
路
の
海
人
の
習
俗
」（『
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
紀
要
』
三
、
二
〇
一
八
年
）。

（
40
）
古
市
晃
「
記
紀
・
風
土
記
に
み
る
交
通
」（
舘
野
和
己
ほ
か
編
『
日
本
古
代
の
交
通
・
交
流
・
情
報
二　

旅
と
交
易
』
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
一
六
年
）。

（
41
）
岡
田
精
司
「
国
生
み
神
話
に
つ
い
て
」（『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
塙
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
初
出
一
九
五
六
年
）。

（
42
）
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
、
朝
鮮
で
は
、
先
帝
の
棺
前
で
の
即
位
や
宗
廟
即
位
、
即
位
に
と
も
な
う
一
代
一
度
の
始
祖
廟
の
祭
祀
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
（
上
野
邦
一
「
日
本
の
古
代
都
市
に
お
け
る
儀
式
空
間
に
つ
い
て
の
予
察
的
研
究
―
漢
字
文
化
圏
の
南
郊
壇
、
社
稷
壇
、
大
廟
の
事

例
研
究
―
」〈『
古
代
学
』
三
、
二
〇
一
一
年
〉）。

（
43
）『
延
喜
式
』
の
規
定
で
は
、「
御
巫
、
生
島
巫
、
幷
史
一
人
、
御
琴
弾
一
人
、
神
部
二
人
、
及
内
侍
一
人
、
内
蔵
属
一
人
、
舎
人
二
人
」
が

派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

（
44
）
小
平
美
香
「
神
祇
祭
祀
に
お
け
る
女
性
神
職
の
働
き
―
古
代
神
宮
・
宮
中
の
祭
祀
か
ら
―
」（『
学
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集
』
一
二
、
二

〇
〇
三
年
）。

（
45
）『
古
語
拾
遺
』「
所
遣
」
の
第
九
条
で
、
鎮
魂
祭
で
御
巫
が
お
こ
な
う
儀
は
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
遺
跡
な
の
で
、
猿
女
氏
に
戻
す
よ
う
に
と

の
記
述
が
あ
る
（
工
藤
浩
「
記
・
紀
神
話
と
鎮
魂
祭
」〈『
国
文
学
研
究
』
一
二
八
、
一
九
九
九
年
〉）。
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（
46
）
武
内
美
佳
「
摂
関
期
の
女
官
と
天
皇
」（
大
津
透
編
『
摂
関
期
の
国
家
と
社
会
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）。

（
47
）
古
瀬
奈
津
子
「
行
事
蔵
人
に
つ
い
て
―
摂
関
期
を
中
心
に
―
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
九
、
一
九
八
九
年
）。

（
48
）
義
江
明
子
「
儀
礼
と
天
皇
―
内
侍
を
め
ぐ
っ
て
」（
古
橋
信
孝
編
『
天
皇
制
の
原
像
』
至
文
堂
、
一
九
八
六
年
）。

（
49
）
前
掲
註
（
8
）
羽
床
論
文
。

（
50
）
野
々
村
ゆ
か
り
「
摂
関
期
に
お
け
る
乳
母
の
系
譜
と
歴
史
的
役
割
」（『
立
命
館
文
學
』
六
二
四
、
二
〇
一
二
年
）。

（
51
）
成
立
当
初
の
八
十
島
祭
の
性
格
が
、
陰
陽
道
や
禊
祓
に
関
連
す
る
祭
祀
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
既
に
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
宮
主
や
人
像
（
人
形
）
な
ど
は
陰
陽
道
関
連
以
外
の
祭
祀
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
、『
延
喜
式
』
で
は
「
禊
」
と
「
祭
」
は
明

確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
論
の
根
拠
に
で
き
な
い
な
ど
で
あ
る
。

（
52
）
宇
杉
和
夫
「
日
本
神
話
の
〈
島
生
み
〉
の
生
成
に
お
け
る
空
間
認
識
と
空
間
軸
―
日
本
の
空
間
認
識
と
景
観
構
成
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

　

Ⅲ
」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
六
四
（
五
一
八
）、
一
九
九
九
年
）。

（
53
）
佐
野
真
人
「
天
地
四
方
拝
の
受
容
―
『
礼
記
』
思
想
の
享
受
に
関
連
し
て
―
」（『
神
道
史
研
究
』
六
四
（
一
）、
二
〇
一
六
年
）。

32


